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メモ、注意、および警告 

b メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してしなす。 

^ を 意： ハードウ I アの損傷やデータの損失の可能性があることを示し、その危険を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告： あ的損害、けが、または死 t の原因となる可能性があることを示しています。 
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1394 力ード 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ 1394 力ードの取り外し 
♦ 1394力ードの取りかけ 


1394カードの取り外し 

^ 餐告： 巧の手順を開始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリのち面の取りがし を参照）。 

3. モジュラードライブを取り外します （ モジュラードライブの取り外し を 参照)。 

4. ヒンジカバーを取り外します （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

5. ヒートシンクアセンブリを取り外します （ プロセッサヒートシンクアセンブリの取り外し を 参照）。 

6. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400 ATG) を参照）。 

7. LED カバーを取り外します （ LED カバーの取り外し を 参照）。 

8. キーボードを取り外します ( キーボードの取り外し を 参照）。 

9. ちスピーカーグリルを取り外します （ 右スピーカーグリル/キ旨紋リーダーアセンブリの取り外し を 参照）。 

10. パームレストアセンブリを取り外します ( パームレストアセンブリの取りがし を参照）。 

11. 力ードケージを取りがします （ 力ードケージの取り外し を 参照）。 

12. 1394ケーブルをシステム基板から巧き、ケーブルの配線を外します。 

13. 2本の M2 X 3ネジを外します。 

14. 1394力ードを斜めに持ち上げ、取り外します。 
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1394ケーブルコネクタ 

2 

システム基板 






















1394 カードの取り付け 


^ 警告： 巧の手順を巧始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 1394力ードを45度の角度でコネクタに合わせてベースアセンブリに挿入します。位置合わせピンを利用して所定の位置に差し込みます。 

2. 2本の M2 X 3ネジを取り付けます。 

3. 1394ケーブルをシステム基板に配線して接続します。 

4. 力ードケージを取り付けます ( 力ードケージの 取り付け を 参照）。 

5. パームレストアセンブリを取り付けます （ パー ムレストアセンブリの取り付け を参照）。 

6. ちスピーカーグリルを取りかけます （ ちスピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取りが け を 参照）。 

7. キーボードを取りかけます （ キーボードの取り かけ を 参照）。 

8. LED カバーを取り付けます （ LED カバーの 取り付け を 参照）。 

9. ディスプレイアセンブリを取り付けます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取リイ寸け （E 6400 ATG) を参照）。 

10. ヒートシンクアセンブリを取り付け ます け ロセッサヒートシンクアセンブリの取り付け ホ参照）。 

11. ヒンジカバーを取りかけます （ ヒンジカバーの取リイ寸 け を 参照）。 

12. モジュラードライブを取り付けます （ モジュラードライブの 取り付け を 参照）。 

13. ベースアセンブリの底面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 

14. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


目次に戻る 
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ベースアセンブリ 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュァル 

♦ ベースアセンブリの底面の取り外し 
♦ ベースアセンブリのお面の取リイ寸け 

♦ ベースアセンブリの取り外し 
♦ ベースアセンブリの取りかけ 


^ »告： 本項の手順を開始する前に、コンピュータに付属しているガイドのま全にお使いいただ<ためのを意さ項を読み、その巧示にがってくださし、。 

ベースアセンブリの底面の取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

2. ディスプレイを閉じて、コンピュータを裏返します。 

3. 的]まネジを緩めます。 

4. ベースアセンブリの底面をスライドさせてヒンジカバーから外し、持ち上げてベースアセンブリの底面を取り外します。 



1 

ヒンジカバー （2) 

2 

ベースアセンブリのを面 

3 

ネジ 




ベースアセンブリの底面の取り付け 

1. ベースアセンブリの底面を所定の位置までスライドさせます。 

2. ネジを締めます。 

3. 作業を終えた後に の手歴に従って操作して〈ださい。 


ベースアセンブリの取り外し 


1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 


2. ベースアセンブリのお面を取りがします （ ベースアセンブリのお面の取り外し を参照）。 



















3. WWAN/FCM 力ードスロットに力ードがある場合は、カードを取り外します ( WWAN 力ードの取り外し または WWAN/FCM スロットからの FCM の 取り外し を 参照）。 

4. WLAN/WiMax 力ードスロットに力ードがある場合は、力ードを取りかします ( WLAN/WiMax 力ードの取り かし を 参照）。 

5. ヒンジカバーを取りかします （ ヒンジカバーの取り かし を 参照）。 

6. WPAN/UWB/FCM 力ードスロットに力ードがある場合は、力ードホ取りかします （ WPAN(UWB/BT) 力ードの取り外し または WPAN/UWB/FCM スロットからの FCM の 取り外し を 参照）。 

7. ヒートシンクアセンブリを取り外します け ロセツサヒートシンクアセンブリの 取り外し を 参照）。 


8. ハードドライブを取りがします （ ハードドライブの取り外し を 参照）。 


9. モジュラードライブを取り外します ( モジュラードライブの取り外し を 参照)。 


10. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400 ATG) を参照）。 


11.LED カバーを取り外します （ LED カバーの取り外し を 参照）。 


12. キーボードを取り外します ( キーボードの取り外し を 参照）。 


13. ちスピーカーグリルを取り外します （ ちスピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取り外し を 参照）。 

14. パームレストアセンブリを取りかします （ パームレストアセンブリの取り外し を参照）。 

15. 力ードケージを取りかします （ カードケージの取りが し を 参照）。 

16. コイン型電池を取り外します （ コイン型電池の取り外し を 参照）。 

17. システム基板を取り外します （ システム基ネ反アセンブリの取り外し を 参照）。 

18. モデムを取り外します ( モデムの取り外し を 参照）。 


19. RJ-11 モデムコネクタを取りがします （ RJ-11 モデムコネクタの取り外し を 参照）。 


20. I/O 力ードを取り外します ( I/O 力ードの取り外し を 参照）。 


ベースアセンブリの取り付け 

1.I/O 力ードを取り付けます （ I/O 力ードの取リイ寸 け を 参照）。 

2. FU-11 モデムコネクタを取り付けます （ RJ-11 モデムコネクタの取り かけ を 参照）。 


3. モデムを取りかけます （ モデムの 取り付け を 参照）。 

4. システム基板を取り付けます （ システム基板アセンブリの取り かけ を 参照）。 

5. コイン型雷ミ也を取りかけます （ コイン型雷ミ也の 取り付け を 参照）。 

6. 力ードケージを取り付けます ( 力ードケージの 取り付け を 参照）。 


7. パームレストアセンブリを取り付けます （ パームレストアセンブリの取り付け を参照）。 


8. 右スピーカーグリルを取り付けます （ ちスピーカーグリル/指紋 IJ- ダーアセンブリの取りが け を 参照）。 


9. キーボードを取りかけます ( キーボードの取リイ寸 け 东 参照）。 


10. LED カバーを取り付けます （ LED カバーの取り付け を 参照）。 


11. ディスプレイアセンブリを取り付けます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り付け （E 6400 ATG) を参照）。 


12. モジュラードライブを取りかけます （ モジュラードライブの取り付け ホ参照）。 


13. /、ードドライブを取り付けます ( ハードドライブの取り かけ を 参照)。 






































14. 


ヒートシンクアセンブリを取り付け ます け ロセツサヒートシンクアセンブリの取り かけ を 参照）。 


15. WPAN / UWB / FCM 力ードスロットで使用できる力ードがある場合は、力ードを取りがけます （ WPAN ( UWB / BT ) 力ードの取り付け または FCM の取り付け を 参照）。 

16. ヒンジカバーを取りかけます （ ヒンジカバーの取リイ寸 け を 参照）。 

17. WLAN / WiMax 力ードスロットで使用できる力ードがある場合は、力ードを取りかけます （ WLAN / WiMax 力ードの取り付け 东参照）。 

18. WWAN / FCM 力ードスロットで使用できる力ードがある場合は、力ードを取り付けます ( WWAN 力ードの取り付け または FCM の取りが け を 参照）。 

19. ベースアセンブリの底面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 

20. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 

。 メモ： BIOS アップデートプログラムディスクを使用して BIOS をアップデートする場合は、ディスクを挿入する前に、 < F 12> を押して、コンピュータを1回だけディスクから起動するように設定 
します。この操作を行なわない場合は、セットアップユーティリティでデフオルトの起動順序を変更する必要があります。 

21. BIOS をアップデートします （ BIOS のアップデー ト を 参照）。 


22 . 


セットアップユーティリティを起動し、新しいシステム基板の BIOS を コン ピュータのサービスタグでアップデートします。セットアップユーティリティの詳細については、お使いの コン ピュータまた 
は support . jp . dell . com の『〇61ド^テクノロジガイド J を参照して〈ださい。 
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バッテリーラッチアセンブリ 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400サービスマニュァル 

♦ バッテリーラッチアセンブリの取り外し 

♦ / くッテリーラッチアセンブリの取り付け 

バッテリーラッチは左右に1つずつあり、それぞれ独自のラッチアセンブリを使用します。バッテリーラッチのスプリング、ネジ、およびリリースボタンは、ち右とも同じです。 

バッテリーラッチの取り外しと取り付けの手順は、左右ともほとんど同じです。左右のバッテリーラッチで異なる手順については、別々に記載しています。 

/《ッテリーラッチアセンブリの取り外し 

A * 告： 次の手順を開始するがに、お巧いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただくためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取り外します （ ベースアセンブリのお面の取りがし を参照）。 

3. ハードドライブを取り外します （ ハードドライブの取り外 し を 参照 ) 。 

4. モジュラードライブを取り外します （ モジュラードライブの 取り外し を 参照)。 

5. ヒンジカバーを取り外します （ ヒンジカバーの 取り外し を 参照）。 

6. ヒートシンクアセンブリを取り外します （ プロセッサヒートシンクアセンブリの 取り外し を 参照）。 

7. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取りかし （ E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取リタん （ E 6400 ATG ) を参照）。 

8. LED カバーを取り外します （ LED カバーの取りが し を 参照）。 

9. キーボードを取り外します （ キーボードの 取り外し を 参照）。 

10. 右スピーカーグリルを取り外します 庙スピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの 取り外し を 参照）。 

11. パームレストアセンブリを取りかします （ パー ムレストアセンブリの取りが し を 参照）。 

12. カードケージを取りかします （ カードケージの取りが し を 参照）。 

13. システム基板を取り外します （ システ厶基板アセンブリの取りが し を 参照）。ワイヤレスミニカード、メモリモジュール、およびプロセッサは、システム基板から取り外さないで〈ださい。 

14. モデムを取り外します ( モデムの 取り外し を 参照）。 

15. RJ -11 モデムコネクタを取りがします （ RJ -11 モデムコネクタの 取り外し を 参照）。 

16. I/O 力ードを取りがします （ 1/0 力ードの取り かし を 参照）。 

17. 位置合わせブラケットから M 2 X 3 mm ネジを取り外し、バッテリーラッチアセンブリを取り外します。 

© を意： スプリングは位置合わせブラケットに固定されていなしがめ、失いやす〈なっています。バッテリーラッチアセンブリを取り外す場合は、アセンブリを再度取り付ける準備ができるまで、ス 
プリングを安全な場所に置いておきます。 


18. 位置合わせブラケットからスプリングを取り外し、アセンブリを再び取り付けるときまで横に置いておきます。 
























1 

スプリング 

2 

位置合わせブラケット 

3 

M 2 X 3 mm ネジ (2) 

4 

バッテリーリリースボタン 

5 

ベースアセンブリ 




バッテリーラッチアセンブリの取り付け 

^ 餐告： 次の手順を開始する巧に、お使いのコンピュータに同巧の、ま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 位置合わせブラケットにスプリングを取り付けます。 

2. ベースアセンブリの下にバッテリーリリースボタンを取り付けます。 

右のバッテリーラッチアセンブリの場合は、位置合わせブラケットを左方向にスライドさせて、ボタンと位置合わせブラケットの巧を合わせます。 

左のバッテリーラッチアセンブリの場合は、位置合わせブラケットを右方向にスライドさせて、ボタンと位置合わせブラケットの巧を合わせます。 

3. M 2 X 3 mm ネジを取り付けます。 

Q を意： バッテリーリリースボタンは、適切な位置合わせができるように設計されてし巧す。あおを感じる場合は、リリースボタンの位置を確認して〈ださい。 

4. I / O 力ードを取り付けます （ バッテリーラッチアセンブリの取リイ寸 け を 参照）。 

5. FU -11 モデムコネクタを取り付けます （ RJ -11 モデムコネクタの 取り付け を 参照）。 

6. モデムを取りかけます （ モデムの 取り付け を 参照）。 

7. システム基板を取り付けます （ システム基板アセンブリの取り かけ を 参照）。 

8. カードケージを取り付けます （ 力ードケージの取り かけ を 参照）。 

9. パームレストアセンブリを取り付けます （ パームレストアセンブリの取り付け を参照）。 

10. 右スピーカーグリルを取り付けます （ ちスピーカーグリル/指紋 IJ - ダーアセンブリの取り かけ を 参照）。 

11. キーボードを取りかけます ( キーボードの取リイ寸 け 东 参照 ）。 

12. LED カバーを取りかけます （ LED カバーの取り かけ を 参照）。 

13. ディスプレイアセンブリを取り付けます （ ディスプレイアセンブリの取りかけ （ E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り付け （ E 6400 ATG ) を参照）。 

14. ヒートシンクアセンブリを取り付けます け ロセツサヒートシンクアセンブリの 取り付け を 参照）。 


15. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取リイ寸 け を 参照）。 























16. モジュラードライブを取り付けます （ モジュラードライブの 取り付け を 参照）。 


17. ハードドライブを取りかけます （ ハードドライブの取り かけ を 参照）。 

18. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 


19. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 








目ホに戻る 


コンピュータでの作業 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400サービスマニュァル 

♦ 巧奨する工具とツール 
♦ 作業を開始する前に 
♦ 作業を終えた後に 

この文書では、コンピュータのコンポーネントの取り外しおよび取り付けについて説明します。特に指示がない限り、それぞれの手順ではレ: I 下のを件を満たしていることを前提とします。 
I 作業を開始する 前に での 手 III 頁をすでに完了していること。 

I コンピュータに同捆の、安全に関する情報を読んでいること。 

b メモ： お使いのシステムの色および一部のシステムコンポーネントは、本書で示されているものと異なる場合があります。 


推奨する工具と ツール 

このドキュメントで説明する操作ロホ、な下のような工具とツールが必要です。 

I 細めのマイナスドライバ 
I プラスドライバ' 

I 小型のプラスチックスクライブ 

I フラッシュ BIOS アップデート(デルサポートサイト support . jp . dell.com を参照） 


作業を開始する前に 

コンピュータへの損傷を防ぎ、ご自身を危険から守るため、次のま全に関する注意事項に従って〈ださい。 

A 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュ-夕に付属しているガイドのま全におないいただ<ためのを意事項を読み、その指示に従ってください。 

り を意： コンピュータシステムの修理は、認可された巧術をのみが行って〈ださい。デルが許可していない修理による損傷は、保証の対象となりません。 

の を意： 静電気放電を避けるため、静電気防止用リスい《ンドを使用したり、定期的にコンピュータの裏面にあるコネクタなどの塗装されてし々い金属面に触れたりして、静電気を除去します。 

〇 を意： コンポーネントおよび力ードは、慎重に扱います。力ードのコンポーネントや接点には触れないで〈ださい。力ードを持つ際は縁を持つか、金属製の取り付けブラケットの部分を持って〈ださ 
し、。プロセッサなどのコンポーネントを持つ際は、ピンではな〈縁を持って〈ださし、。 

〇 をな： ケーブルを外す際は、ケーブルそのものを引っ張らずに、コネクタやストレインリリーフループをつかんで抜いて〈ださし、。ケーブルコネクタにロックタブが付し、ている場合は、ロックタブを 
内側に巧し込んでから、コネクタを外します。ケーブルを接続する際には、コネクタやそのピンの損傷を防ぐためじ、コネクタが正しい向きと位置に配置されていることを確認して〈ださい。 

1. コン ピュータのカバーに傷力 《 つかなしなうに、作業台が平らであり、巧れていないことを確認します。 

2. コン ピュータをシャットダウンします。 

I Windows XP の場合は、 スタート^お了オプション^電源を切 るをクリックします。 

I Windows Vista の 場合は、スタート0、矢印 アイコン H の 順に クリックし 、シャットダウンを クリックしてコンピュータの 電源を切 ります。 

。 メモ; コン ピュータの電源が切れてしぶか、また コン ピュータが省電カ モー ドになってし々いかを確認して〈ださい。オペレーテイングシステムを使って コン ピュータをシャットダウンできない 
場合は、電源ボタンを4秒間巧し続けてください。 

3. コンピュータ、および取り付けられているすべてのデバイスの電源プラグをコンセントから抜きます。 

をち： ネットワークケーブルをかすには、まずコンピュータからケーブルを外し、次じ壁のネットワ ー クジャックから外します。 

4. 電話ケーブルとネットワークケーブルをすべてコンピュータから外します。 

。 を意： システム基板への損傷を防ぐため、コンピュータを修理する前にバッテリーをバッテリーベイから取り外して〈ださい。 

5. コン ピュータを裏返します。 


6. バッテリーリリースラッチをそれぞれ前方にスライドさせて、開いた位置でロックします。 









7. バッテリーをスライドさせてバッテリーベイから取り出します。 



1 

バッテリー 

2 

バツ テリーリリースラ ツチ （2) 


8. 作業を開始する前に、外付けデバイスと取り付けられている力ードをすべて取り外します。 

I ExpressCard などの取り付けられている力ードを取り外すには、 support.jp.dell.com の 『Deir …テクノロジガイド J を参照してください。 

I ドッキングステーシヨンを取り外すには、 support.jp.dell.com の化- Port ユーザーズガイド脉たは 『 E-Port Plus ューザーズガイド蛇参照してください。 
I バッテリースライスを取り外すには、 suppo け.か. de 化 com またはバッテリースライスじ同おされているマニュアルを参照して〈ださし、。 

I クールスライスを取り外すには、 support.jp.dell.com またはクールスライスに同捆されているマニュアルを参照して〈ださい。 

I E 6400 ATG からポートカバーを取り外すには、ポートカバーを持ち上げ、コンピュータの背面に沿ってコネクタから外します。 



l ' [コンピュータの 底面 3 ポ-トカバ— I 


9. コンピュータの表側を上にしてディスプレイを開き、電源ボタンを押して、システム基板の静電気を除去します。 


作業を終えた後に 

交換(取り付け)作業が完了したら、コンピュータの電源を入れる前に、外付けデバイス、力ード、ケーブルなどを接続したか確認して〈ださし、。 
b メモ： コンピュータへの損傷を防ぐため、本製品専用のバッテリーのみを使用して〈ださい。他の Dell コンピュータ用のバッテリーは使用しないで〈ださい。 













1. ポートリプリケータ、バッテリースライス、クールスライスなどの外付けデバイスを接続し、 ExpressCard などの力ードを取り付けます。 


2. E 6400 ATG にポートカバーを取り付けるには、 コン ピュータの背面にあるコネクタにポートカバーをはめ込みます。 

3. 電話線またはネットワークケーブルをコンピュータに接続します。 

4. バッテリーを交換します。バッテリーを、カチッと音がして所定の位置に収まるまでスライドさせて、ベイに差し込みます。 

5. コンピュータおよび取り付けられているすべてのデバイスを電源に接続します。 


6. コン ピュ ータの 電源を入れます。 




目ホに戻る 


BIOS のアップデート 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ CD からの BIOS のアップデート 
♦ ハードドライブからの BIOS のアップデート 

新しいシステム基板に BIOS アップデートプログラム CD が同捆されてし巧場合は、その CD から BIOS をアップデートします。 BIOS アップデートプログラム CD がない場合は、ハードドライブから 
BIOS をアップデートします。 


CD からの BIOS のアップデート 

© をな： 電力の損失を防ぐため、正常に機能することが確認されてしぶ電源に AC アダプタを差し込みます電力を損失すると、システムが損傷する可能性があります。 

1. AC アダプタがコンセントに差し込まれており、メインバッテリーが適切にインストールされてしぶことを確認します。 

2. BIOS アップデートプログラム CD を挿入する前に、 < F 12> を巧して、コンピュータを1回だけ CD から起動するように設定します。この操作を行なわない場合は、セットアップユーティリティ 
でデフオルトの起動順序を変更する必要があります。 

3. BIOS アップデートプログラム CD を挿入し、コンピュータの電源を入れます。 

Q を意： この手順は、一度開始したら中断しないで〈ださい。途中で中断すると、システムが損傷する可能性があります。 

画面の指示に従って〈ださい。コンピュータは弓 I き続き起動を行い、新しい BIOS をアップデートします。アップデートが完了すると、コンピュータは自動的に再起動します。 

4. ドライブからフラッシュ BIOS アップデートプログラム CD を取り出します。 


ハードドライブからの BIOS のアップデート 

〇 をな： 電力の損失を防ぐため、正常に機能することが確認されている電源に AC アダプタを差し込みます電力を損失すると、システムが損傷する可能性があります。 

1. AC アダプタがコンセントに差し込まれており、メインバッテリーが適切にインストールされ、ネットワークケーブルが接続されてしぶことを確認します。 

2. コン ピュ ータの 電源を入れます。 

3. support . jp . dell.com でお使いのコンピュータ用の最新の BIOS アップデートファイルを検索します。 

4. Download Now (今すぐダウンロード)をクリックしてファイルをダウンロードします。 

5. Export Compliance Disclaimer (輸出に関するコンプライアンスの免責事項）ウィンドウが表示されたら、 Yes , I Accept this Agreement (同意します)をクリックします。 
File Download (ファイルのダウンロード）ウィンドウが表示されます。 

6. Save this program to disk (このプログラムをディスクに保存します)をクリックし、 OK をクリックします。 

Save In (保存先）ウィンドウが表示されます。 

7. 下矢印をクリックして Save In (保存先)メニューを表示し、 Desktop (デスクトップ)を選択して Save (保存)をクリックします。 

ファイルがデスクトップにダウンロードされます。 

8. Download Complete (ダウンロードの完了）ウィンドウが表示されたら、 Close (閉じる）をクリックします。 

デスクトップにファイルのアイコンが表示され、そのファイルにはダウンロードした BIOS アップデートファイルと同じ名前が付いています。 

9. デスクトップ上のファイルのアイコンをダブルクリックし、画面の指示に従います。 


直次に房る 










目ホに戻る 


力ードケージ 

Del|TM LatitudeTM E 6400 および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ カードケージの取り外し 
♦ 力ードケージの取リイ寸け 


カードケージの取り外し 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付«しているガイドのま全にお使いいただ<ためのを意事項を読み、その指示にがってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリのち面の取りがし を参照）。 

3. モジュラードライブを取り外します （ モジュラードライブの取り外し を 参照)。 

4. ヒンジカバーを取り外します （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

5. ヒートシンクアセンブリを取り外します （ プロセッサヒートシンクアセンブリの取り外し を 参照）。 

6. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （ E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （ E 6400 ATG ) を参照）。 

7. LED カバーを取り外します （ LED カバーの取り外し を 参照）。 

8. キーボードを取り外します ( キーボードの取り外し を 参照）。 

9. ちスピーカーグリルを取り外します （ 右スピーカーグリル/キ旨紋リーダーアセンブリの取り外し を 参照）。 

10. パームレストアセンブリを取り外します ( パームレストアセンブリの取りがし を参照）。 

11. 力ードケージに力ードがある場合は、力ードを取り外します。 

12. 2本の M 2 X 3ネジを外します。 

13. カードケージのコネクタ側を下に押し、カードケージの両側を握ってラップトップの後方に押します。 

14. カードケージを45度の角度に持ち上げ、コネクタとラップトップから取り外します。 



1 

M 2 X 3ネジ (2) 

2 

力ードケージ 

3 

コネクタ 

























カードケージの取り付け 


^ 警告： 本項の手順を開始するかに、コンピュータに付«しているガイドの巧全にお使いいただ<ためのを意さ項を読み、その指示にがってください。 

1. 力ードケージを45度傾けて、カードケージの前面をベースアセンブリに取り付け、力ードケージを所定の位置まで押し込みます。 

2. 2本の M 2 X 3ネジを取り付けます。 



1 

M 2 X 3ネジ (2) 

2 

ベースアセンブリ 

3 

カードケージの前面 




3. パームレストアセンブリを取り付けます （ パームレストアセンブリの取り付け を参照）。 

4. 右スピーカーグリルを取り付けます （ ちスピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取り かけ を 参照）。 


5. キーボードを取りかけます （ キーボードの取り付 け を 参照）。 


6. LED カバーを取り付けます （ LED カバーの取り付け を 参照）。 


7. ディスプレイアセンブリを取りかけます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （ E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取リイ寸け （ E 6400 ATG ) を参照）。 


8. ヒートシンクアセンブリを取り付け ます け ロセツサヒートシンクアセンブリの 取り付け を 参照）。 


9. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取り付け を 参照）。 

10. モジュラードライブを取りかけます （ モジュラードライブの取り付け を 参照）。 

11. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリのお面の取り付け を参照）。 

12. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


目次に戻る 




















目ホに戻る 


コイン型電化 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ コイン型電池の取り外し 
♦ コイン型電池の取吐 付け 


コイン型電おの取り外し 

^ 餐告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付«しているガイドのま全にお使いいただ<ためのを意事項を読み、その指示に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリのち面の取りがし を参照）。 

3. コイン型電池を持ち上げて電ミ也の底面に付いてし巧両面テープをはがし、コンピュータから電池を取り外します。 

4. コイン型電ミ也ケーブルをシステム基板からかします。 



1 

コイン型電ミ也 

2 

コイン型電池ケーブル 


コイン型電池の取り付け 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付届しているガイドのま全にも'巧いいただくためのを意事項を読み、その指示に従ってください。 

1 . コイン型電化ケーブルをシステム基板に接続します。 

2. コイン 型電池を コン ピュ ータに 挿入します。 

取り外したコイン型電ミ也を取り付けなおす場合は、タブの下に電池をスライドさせて挿入し、底面をテープで固定するために上から巧します。 


新ししロイン型電ミ也を取り付ける場合は、まずコイン型電ミ也から接着面を覆う紙を取り除きます。タブの下に電ミ也をスライドさせて挿入し、底面をテープで固定するために上から押します。 














1 

コイン型電ミ也 

2 

コイン型電池ケーブル 


3. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリのお面の取リイ寸け を参照）。 

4. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


目ホに戻る 













目ホに戻る 


プロセッサモジユール 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ プロセッサモジユールの取り外し 
♦ プロセッサモジュールの取り付け 


プロセッサモジュールの取り外し 

^ 警告： 巧の手順を開始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. イ乍業を開始する 前に の 手 lii にがって〈ださい。 

2. コンピュータの巧面を取り外します （ ベースアセンブリのお面の取りが し を 参照）。 

3. プロセッサヒートシンクアセンブリを取りがします ヴロセツサヒートシンクアセンブリの取り外し を 参照）。 



1 

プロセッサモジュール 




Q を意： プロセッサへの損傷を防ぐため、カムネジを回す際はプロセッサにき直になるようにドライバを握ってくださし、。 

4. ZIF ソケットを緩めるには、細めのマイナスドライバを使用して、 ZIF ソケットカムネジをそれレ:1上回せな〈なるまで反時計回りじ回します。 
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ZIF ソケット 

2 

ZIF ソケットカムネジ 


Q をな： プロセッサの冷却効まを最大にするため、プロセッサヒートシンクアセンブリの放熱部分に触れないで〈ださい。皮脂がつくと熱パッドの放熱能力がお下する場合があります。 
Q を意： プロセッサモジュールを取り外すには、モジュールをまっすぐ持ち上げてください。プロセッサモジュールのピンが曲がらないようを意してください。 

5. プロセッサモジュールを ZIF ソケットから持ち上げます。 


プロセッサモジュールの取り付け 


^ 警告： ホの手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同巧の、安全にお使いいただくためのを意に従ってください。 

〇 をな： プロセッサダイに触らないでください。カムネジとプロセッサの間での間欠的な接触を防止するため、カムネジを回す間はダイが取りつけてある基板の部分を巧さえて、プロセッサが動か 
ないようにします。 

〇 を意： プロセッサモジュールを装着する前に、カムロックが完全に開し、た位置にあることを確認して〈ださい。プロセッサモジュールを正し〈 ZIF ソケットに装着するのに、力を加える必要はあり 
ません。プロセッサモジュールが正し〈装着されてし々いと、時々接続が途切れたり、マイクロプロセッサおよび ZIF ソケットに修復不可能な損傷を与える恐れがあります。 

じ メモ： 新ししヴロセッサを取り付ける場合は、サーマルパッドが取り付けられた新しいヒートシンクアセンブリを受け取る力、、適切な取り付け方法が図解されている技術シート付きの新しいサーマ 
M ルパッドを受け取ります。 


1. プロセッサモジュールのピン1の角を、 ZIP ソケットのピン1の角に合わせ、プロセッサモジュールを挿入します。 


& メモ ブロセツサモジュールのピン1の角には、 ZIF ソケットのピン1の角の兰角に合わせるための兰角があります。 


プロセッサモジュールが正し〈装着されると、4つの角がすべて同じ高さになります。モジュールの角が一つでも他の角より高い場合、モジュールは正し〈装着されていません。 



1 

ZIF ソケット 

2 

ピン1の角 

3 

ZIF ソケットカムネジ 




Q をな： プロセッサへの損傷を防ぐため、カムネジを回す際はプロセッサにき直になるようにドライバを握ってくださし、。 

2. カムネジを時計回りに回して ZIF ソケットを締め、プロセッサモジュールをシステム基板に固定します。 

3. プロセッサヒートシンクアセンブリを取りかけます ヴロセッサヒートシンクアセンブリの取り付け を 参照）。 

4. ベースアセンブリの巧面を取りかけます （ ベースアセンブリのお面の取り付け を参照）。 

5. 作業を終えた後に の手歴じ従って操作して〈ださい。 


目次に戻る 























目ホに戻る 


プロセッサヒートシンクアセンブリ 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュァル 

♦ プロセッサヒートシンクアセンブリの取り外し 

♦ プロセッサヒートシンクアセンブリの取りかけ 


プロセッサヒートシンクアセンブリの取り外し 

^ 警告： 巧の手順を開始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリのち面の取りがし を参照）。 

3. システム基板からフアンケーブルを取りかします。 

4. プロセッサヒートシンクアセンブリをシステム基板に固定している4本の拘まネジを順に緩めます。 

5. ネジ側のアセンブリの端を慎重に斜めに持ち上げます。 

6. 通気孔側のアセンブリの端をコンピュータからかします。 



1 

通気孔側のアセンブリの端 

2 

フアン 

3 

フアンケーブル 

4 

ネジ (4) 

5 

ネジ側のアセンブリの端 

6 

プロセッサヒートシンクアセンブリ 


プロセッサヒートシンクアセンブリの取り付け 

^ 警告： ホの手順を開始するがに、おないのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただくためのを意に従ってください。 

1. 通気孔側のアセンブリの端をコンピュータに斜めに付け、ファンケーブルをシステム基板に接続しネジ側のアセンブリの端を所定の位置に置きます。 

2. プロセッサヒートシンクアセンブリの4本の拘束ネジをシステム基板のネジ巧に合わせます。 


3. 4本の拘まネジを順に締めて、プロセッサヒートシンクアセンブリをシステム基板に固定します。 















4. フアンケーブルをシステム基板に接続します。 

5. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 


6. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 






目ホに戻る 


I / O 力ード 

Del|TM LatitudeTM E 6400 および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ I / O カードの取り外し 

♦ I / O 力ードの取リイ寸け 


I/O 力ードの取り外し 

^ 警告： 巧の手順を開始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベー スアセンブリのち面の取りがし を参照）。 

3. ハードドライブを取りがします （ ハードドライブの 取り外し を 参照）。 

4. モジュラードライブを取り外します ( モジュラードライブの 取り外し を 参照)。 

5. ヒンジカバーを取りかします （ ヒンジカバーの取りが し を 参照）。 

6. ヒートシンクアセンブリを取り外します （ プロセッサヒートシンクアセンブリの 取り外し を 参照）。 

7. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （ E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （ E 6400 ATG ) を参照）。 

8. LED カバーを取り外します （ LED カバーの 取り外し を 参照）。 

9. キーボードを取り外します （ キーボードの 取り外し を 参照）。 

10. ちスピーカーグリルを取り外します （ 右 スピーカーグリル/キ旨紋リーダーアセンブリの 取り外し を 参照）。 

11. パームレストアセンブリを取り外します ( パームレストアセンブリの取りがし を参照）。 

12. カードケージを取り外します ( カードケージの 取り外し を 参照）。 

13. システム基板を取り外します （ システム基板アセンブリの 取り外し を 参照）。ワイヤレスミニカード、メモリモジュール、およびプロセッサは、システム基板から取り外さないで〈ださい。 

14. モデムを取り外します 伟 デムの 取り外し を 参照）。 

15. RJ -11 モデムコネクタを取りがします （ RJ -11 モデムコネクタの 取り外し を 参照）。 

16. I / O カードから M 2 X 3 mm ネジを取り外します。 

17. I / O 力ードから大きなプラスチックプラグを引き巧きます。 


18. I / O 力ードを取り外します。 























1 

プラスチックプラグ 

2 

M 2 X 3 mm ネジ 

3 

I / O カード 




I/O 力ードの取り付け 

^ 警告： 巧の手順を巧おするおに、お使いのコンピュータに同巧の、巧全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

1. ベースアセンブリに I / O 力ードを取り付けます。 

2. I / O 力ードをベースアセンブリに固定するための M 2 X 3 mm ネジを取り付けます。 

3. プラスチックプラグを取り付けます。 

4. FU -11 モデムコネクタを取り付けます （ RJ -11 モデムコネクタの取り付け を 参照）。 

日.モデムを取りかけます （ モデムの 取り付け を 参照）。 

6. システム基板を取り付けます （ システム基板アセンブリの取り かけ を 参照）。 

7. カードケージを取り付けます （ 力ードケージの取り かけ を 参照）。 

8. パームレストアセンブリを取り付けます （ パームレストアセンブリの取り付け を参照）。 

9. 右スピーカーグリルを取り付けます （ ちスピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取り かけ を 参照）。 

10. キーボードを取りかけます ( キーボードの取リイ寸 け 东 参照 ）。 

11. LED カバーを取りかけます （ LED カバーの取り かけ を 参照）。 

12. ディスプレイアセンブリを取り付けます （ ディスプレイアセンブリの取りかけ （ E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取りがけ （ E 6400 ATG ) を参照）。 

13. ヒートシンクアセンブリを取り付け ます け ロセッサヒートシンクアセンブリの取り付け を 参照）。 

14. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取リイ寸 け を 参照）。 

15. モジュラードライブを取りかけます （ モジュラードライブの取り付け ホを照）。 

16. /、ードドライブを取り付けます ( ハードドライブの取り かけ を 参照)。 


17. ベースアセンブリの底面を取り付けます (ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 























18. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


直次に房る 





目ホに戻る 


ディスプレイアセンブリ 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400サービスマニュァル 

♦ ディスプレイアセンブリの取りかし （E 6400および M 240 0) 

♦ ディスプレイアセンブリの取り付け （E 6400および M2400) 

♦ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400 ATG) 

♦ ディスプレイアセンブリの取りかけ （E 6400 ATG) 

♦ ディスプレイべゼルの取り外し （E 6400および M 240 0) 

♦ ディスプレイべゼルの取り付け （E 6400および M 240 0) 

♦ ディスプレイべゼルの取り外し （E 6400 ATG) 

♦ ディスプレイべゼルの取りがけ （E 6400 ATG) 

♦ CCFL ディスプレイパネルおよびブラケットの取りがし （E 6400および M2400) 

♦ CCFL ディスプレイパネルおよびブラケットの取りかけ （E 6400および M 240 0) 

♦ LED ディスプレイパネルおよびブラケットの取り外し （E 6400および M 240 0) 

♦ LED ディスプレイパネルおよびブラケットの取り付け （E 6400および M 240 0) 

♦ ディスプレイパネルおよびブラケットの取り外し （E 6400 ATG) 

♦ ディスプレイパネルおよびブラケットの取リイ寸け （E 6400 ATG) 


♦ ディスプレイインバータの取り外し （E 6400および M 240 0) 

♦ ディスプレイインバータの取り付け （E 6400および M2400) 

♦ ディスプレイヒンジの取り外し （E 6400および M2400) 

♦ ディスプレイヒンジの取り付け （E 6400および M 240 0) 

♦ ディスプレイヒンジの取りがし （E 6400 ATG) 

♦ ディスプレイヒンジの取り付け （E 6400 ATG) 

♦ マイク基板の取り外し 
♦ マイク基板の取り付け 
♦ カメラおよびマイクアセンブリの取り外し 

♦ カメラおよびマイクアセンブリの取りかけ 

♦ ラッチフックアセンブリの取り外し 
♦ ラッチフックアセンブリの取り付け 
♦ ディスプレイカバーの取り外し 
♦ ディスプレイカバーの取り付け 


ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) 

^ 警告： 巧の手順を開始するがに、おないのコンピュータに同巧の、ま全におないいただくためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリのな面の取りがし を参照）。 

3. ヒンジカバーを取りがします （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

4. ディスプレイケーブルとワイヤレス (WLAN、WWAN、 および WPAN) ケーブルの配線を外します。配線を外した後、ケーブルはすべてラップトップの周迎こ置いておきます。 

5. 各ヒンジから M2. 5 X 5 mm のネジを取り外します。 



5 4 


1 

M2. 5 X 5 mm ネジ （2) 

2 

ディスプレイケーブル 

3 

WPAN ケーブル 

4 

WLAN ケーブル 

巳 

WWAN ケーブル 




6. コンピュータの表側を上にして置きます。 












































7. ディスプレイを 90 度開き、ディスプレイアセンブリを持ち上げてベースアセンブリから外します。 



[1[ディスプレイアセンブリ] 2 ]ベースアセンブリI 


ディスプレイアセンブリの取り付け （ E 6400および M 240 0) 

^ 餐告： 巧の手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. ベースアセンブリから外したディスプレイアセンブリにケーブルを配置します。 

2. ディスプレイヒンジをコンピュータベースの巧と揃えてから、ディスプレイを下ろして所定の位置に置きます。 

3. ディスプレイを閉じて、コンピュータを裏返します。 

4. ディスプレイケーブルとワイヤレス (WLAN、WWAN、 および WPAN) ケーブルを配線します。配線チヤネルの各タブ(ベースアセンブリ背面のタブを含む）の下にケーブルを入れます。 

己.コンピュータに搭載されたカードに応じて、アンテナケーブルを各力ードに接続します。 

WWAN については、 WWAN 力ードの取り付け を 参照してください。 

WPAN については、 WPAN(UWB/BT) 力ードの取リイ 寸け 东 参照して〈ださし、。 

WLAN については、 WLAN/WiMax 力ードの取り付け を 参照して〈ださい。 

使用しないアンテナケーブルは、カードスロットの横にあるべースアセンブリケーブルホルダに取り付けます。 

6. ディスプレイケーブルをシステム基板のディスプレイケーブルコネクタに接続します。 

7. ヒンジに2本の M2.5 X 5 mm ネジを取り付けます。 

8. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取リイ寸 け を 参照）。 

9. ベースアセンブリの底面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 

10. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


ディスプレイアセンブリの取り外し （ E 6400 ATG ) 


^ 警告： 次の手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただくためのを意に従ってください。 












作業を開始する 前に の 手順に従って〈ださい。 


2. ベースアセンブリの底面を取り外します （ ベースアセンブリの底面の取り外し を参照）。 

3. ヒンジカバーを取りかします （ ヒンジカバーの取り かし を 参照）。 

4. ディスプレイケーブル、タッチスクリーンケーブル、およびワイヤレス (WLAN、WWAN、 および WPAN) ケーブルの配線を外します。配線を外した後、ケーブルはすべてラップトップの周迎こ 
置いておきます。 

5. ヒンジから2本の M2. 5 X 5 mm ネジを取り外します。 
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1 

M2. 5 X 5 mm ネジ （2) 

2 

タッチスクリーンケーブル 

3 

ディスプレイケーブル 

4 

WPAN ケーブル 

巳 

WLAN ケーブル 

6 

WWAN ケーブル 


6. コンピュータの表側を上にして置きます。 

7. ディスプレイを90度開き、ディスプレイアセンブリを持ち上げてべースアセンブリから外します。 



1 

ディスプレイアセンブリ 

2 

ベースアセンブリ 


ディスプレイアセンブリの取り付け （ E 6400 ATG ) 





















^ 警告： 次の手順を巧始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

1. ベースアセンブリから外したディスプレイアセンブリにケーブルを配置します。 

2. ディスプレイヒンジをコンピュータベースの巧と揃えてから、ディスプレイを下ろして所定の位置に置きます。 

3. ディスプレイを閉じて、コンピュータを裏返します。 

4. ディスプレイケーブル、タッチスクリーンケーブル、およびワイヤレス (WLAN、WWAN、 および WPAN) ケーブルを配線します。配線チヤネルの各タブ(ベースアセンブリ背面のタブを含む）の 
下にケーブルを入れます。 

5. コンピュータに搭載された力ードに応じて、アンテナケーブルを各力ードに接続します。 

WWAN については、 WWAN 力ードの取り付け ホ参照して〈ださい。 

WPAN については、 WPAN(UWB/BT) 力ードの 取り付け を 参照して〈ださい。 

WLAN については、 WLAN/WiMax 力ードの取り かけ を 参照して〈ださし、。 

使用しないアンテナケーブルは、力ードスロットの横にあるベースアセンブリケーブルホルダに取り付けます。 

6. ディスプレイケーブルをシステム基板のディスプレイケーブルコネクタに接続します。 

7. タッチスクリーンケーブルをシステム基板上のタッチスクリーンコネクタに接続します。 

8. ヒンジに2本の M2.5 X 5 mm ネジを取り付けます。 

9. ヒンジカバーを取りかけます （ ヒンジカバーの取り かけ を 参照）。 

10. ベースアセンブリの巧面を取りかけます （ ベースアセンブリのお面の取リイ寸け を参照）。 

11. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


ディスプレイべゼルの取り外し （ E 6400および M 240 0) 

^ 警告： 巧の手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリのお面の取りがし を参照）。 

3. ヒンジカバーを取り外します （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) を参照）。 

〇 を意： べゼルへの損傷を防ぐため、ディスプレイからのべゼルの取りかしには十分にミ主意して〈ださい。特に LED ディスプレイパネルで使用されるべゼルでは、四隅に特別なを意が必要です。 
〜 次の図に示された矢印の香号に従って、べゼルスナップを適切な順序で外して〈ださい。 

己.取り外しはべゼルの右中央から始めます。べゼルを押してディスプレイパネルから外し、次にべゼルを引いて側面のべゼルスナップから取り外します。次の図の矢印1を参照して〈ださい。 

6. べゼルの右上は、角のべゼルスナップを押して取り外します。次の図の矢印2を参照して〈ださい。 

7. べゼルの右下は、強〈巧して外し、慎重に引いて角のべゼルスナップを取り外します。次の図の矢印3を参照して〈ださい。 

8. べゼルの下部は、ディスプレイパネルの右下のスナッ义下部中央のスナップ、左下のスナップの順に巧します。次の図の矢印4〜6を参照して〈ださい。 

弓. べゼルの左側は、べゼルを巧してディスプレイパネルの中央から外し、次にべゼルを引いて側面と角のべゼルスナップから取り外します。次の図の矢印7を参照して〈ださい。 

10. べゼルの上部は、ディスプレイパネルを押してべゼルの上部に沿ってスナップを取り外します。次の図の矢印8を参照してください。 














11. すべてのスナップが外れたら、ディスプレイアセンブリからべゼルを持ち上げます。 



1 

ディスプレイべゼルの右側 

2 

ディスプレイべゼルの上部 

3 

ディスプレイべゼルの左側 

4 

ディスプレイべゼルの下部 

巳 

ディスプレイパネル 




ディスプレイべゼルの取り付け （ E 6400および M 240 0) 

^ 餐告： 巧の手順を開始する巧に、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 


1. ディスプレイパネルのラッチフックを、ディスプレイべゼルのルさい長方おの開口部に合わせます。 











1 

ディスプレイべゼルの開口部 

2 

ディスプレイパネルのラッチフック 


2. べゼルの右側と左側を同時に押して、側面のべゼルスナップに取り付けます。 

3. べゼルの上部と下部を同財こ引っ張って、上下のべゼルスナップに取り付けます。 

4. べゼルを慎重に巧して所定の位置にカチッとはめ込み、ディスプレイアセンブリに固定します。 

5. ディスプレイアセンブリを取りかけます （ ディスプレイアセンブリの取リイ寸け （E 6400および M 240 0) を参照）。 

6. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取リイ寸 け を 参照）。 

7. ベースアセンブリの底面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 

8. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


ディスプレイべゼルの取り外し （ E 6400 ATG ) 

^ 警告： ホの手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただくためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの底面を取り外します （ ベースアセンブリの底面の取り外し を参照）。 

3. ヒンジカバーを取りがします （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400 ATG) を参照）。 

〇 をな： べゼルへの損傷を防ぐため、ディスプレイからのべゼルの取りかしには十分にミ主意して〈ださい。特に LED ディスプレイパネルで使用されるべゼルでは、四隅に特別なを意が必要です。 
〜 次の図に示された矢印の香号に従って、べゼルスナップを適切な順序で外して〈ださい。 

己.取り外しはべゼルの右中央から始めます。べゼルを押してディスプレイパネルから外し、次にべゼルを引いて側面のべゼルスナップから取り外します。次の図の矢印1を参照して〈ださい。 

6. べゼルの右上は、角のべゼルスナップを押して取り外します。次の図の矢印2を参照して〈ださい。 

7. べゼルの右下は、強〈巧して外し、慎重に引いて角のべゼルスナップを取り外します。次の図の矢印3を参照して〈ださい。 

8. べゼルの下部は、ディスプレイパネルの右下のスナップ、下部中央のスナップ、左下のスナップの順に巧します。次の図の矢印4〜6を参照して〈ださい。 

9. べゼルの左側は、べゼルを巧してディスプレイパネルの中央から外し、次にべゼルを引いて側面と角のべゼルスナップから取り外します。次の図の矢印7を参照して〈ださい。 


10. べゼルの上部は、ディスプレイパネルを押してべゼルの上部に沿ってスナップを取り外します。次の図の矢印8を参照してくださし、。 
















11. すべてのスナップが外れたら、ディスプレイアセンブリからべゼルを持ち上げます。 



1 

ディスプレイべゼルの右側 

2 

ディスプレイべゼルの上部 

3 

ディスプレイべゼルの左側 

4 

ディスプレイパネル 

5 

ディスプレイべゼルの下部 




ディスプレイべゼルの取り付け （ E 6400 ATG ) 

^ 警告： かの手順を開始するがに、おないのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. ディスプレイパネルのラッチフックを、ディスプレイべゼルのルさい長方おの開口部に合わせます。 











1 

ディスプレイべゼルの開口部 

2 

ディスプレイパネルのラッチフック 


2. べゼルの右側と左側を同時に押して、側面のべゼルスナップに取り付けます。 

3. べゼルの上部と下部を同財こ引っ張って、上下のべゼルスナップに取り付けます。 

4. べゼルを慎重に巧して所定の位置にカチッとはめ込み、ディスプレイアセンブリに固定します。 

5. ディスプレイアセンブリを取りかけます （ ディスプレイアセンブリの取リイ寸け （E 6400 ATG) を参照）。 

6. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取り かけ を 参照）。 

7. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリのお面の取り付け を参照）。 

8. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


CCFL ディスプレイパネルおよびブラケットの取り外し （ E 6400および M 240 0) 

^ 餐告： ホの手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、巧全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの底面を取り外します （ ベースアセンブリの底面の取り外し を参照）。 

3. ヒンジカバーを取りかします （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) を参照）。 

5. ディスプレイべゼルを取り外します （ ディスプレイべゼルの取り外し （E 6400および M 240 0) を参照）。 

6. ディスプレイパネルから4本の M2. 5 X 日 mm ネジを取り外します。 

7. ディスプレイパネルをディスプレイカバーから持ち上げ、作業スぺースに慎重に平らに置きます。ディスプレイカバーのヒンジやケーブルでディスプレイパネルを破損しなしなうにを意してくださ 
い。 

8. インバータからインバータ背面ライトケーブルを取り外します。 



1 

M2. 5 X 5 mm ネジ (4) 

2 

ディスプレイパネル 

3 

ディスプレイカバー 

4 

インバータ背面ライトケ^ーブル 


9. ディスプレイケーブルを取り外します。リリースタブを握って、コネクタからケーブルを取り外します。 

























1 

ディスプレイパネルの底面 

2 

ディスプレイケーブル 

3 

コネクタリリースタブ 

4 

ディスプレイケーブルコネクタ 


10. 右ブラケットから4本の M2 X 3 mm ネジを取り外し、左ブラケットから4本の M2 x 3 mm ネジを取り外します。 



1 

ディスプレイパネル 

2 

ブラケット (2) 

3 

M2 X 3 mm ネジ (8) 




CCFL ディスプレイパネルおよびブラケットの取り付け （ E 6400および M 240 0) 

^ 警告： ホの手順を開始するがに、お巧いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

^ メモ： ブラケットには、「1_」（左）と 「R」 （右）のラベルカ咐いてし、ます。 

1. 右ブラケットに4本の M2 X 3 mm ネジを取り付け、左ブラケットに4本の M2 x 3 mm ネジを取り付けます。 

2. ディスプレイカバーの前の作業スペースに、ディスプレイパネルを表面を下にして置きます。 

3. 背面ライトケーブルをインバータに接続します。 

4. ディスプレイケーブルをディスプレイパネルの背面にあるコネクタに接続します。 

5. ディスプレイパネルをディスプレイカバーに入れます。ディスプレイカバー内の位置合わせポストを利用して、各ブラケットの位置を合わせます。 

6. ディスプレイパネルをディスプレイカバーに固定する4本の M2. 5 X 5 mm ネジを取り付けます。 


7. 


ディスプレイべゼルを取りかけます （ ディスプレイべゼルの取リイ寸け （E 6400および M 240 0) をを照）。 

















8. ディスプレイアセンブリを取り付けます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （E 6400および M 240 0) を参照）。 


9. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取り かけ を 参照）。 

10. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 

11. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


LED ディスプレイパネルおよびブラケットの取り外し （ E 6400および M 240 0) 

^ 宙告： 巧の手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただくためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取り外します （ ベースアセンブリのお面の取り外し を参照）。 

3. ヒンジカバーを取り外します （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) を参照）。 

5. ディスプレイべゼルを取り外します （ ディスプレイべゼルの取り外し （E 6400および M 240 0) を参照）。 

6. ディスプレイパネルから4本の M2. 5 X 5 mm ネジを取り外します。 



1 

M2. 5 X 5 mm ネジ (4) 

2 

ディスプレイパネル 

3 

ディスプレイカバー 




7. ディスプレイパネルをディスプレイカバーから持ち上げ、作業スぺースに慎重に平らに置きます。ディスプレイカバーのヒンジやケーブルでディスプレイパネルを破損しなしなうにを意して〈ださ 
い。 


8. プルタブを利用してディスプレイケーブルを外します。 


















1 

ディスプレイケーブルコネクタ 

2 

ディスプレイケーブル 

3 

ディスプレイパネルの底面 




9. 右ブラケットから2本の M2 X 3 mm ネジを取り外し、左ブラケットから2本の M2 x 3 mm ネジを取り外します。 



1 

ディスプレイパネル 

2 

ブラケット (2) 

3 

M2 X 3 mm ネジ (4) 




LED ディスプレイパネルおよびブラケットの取り付け （ E 6400および M 240 0) 

^ 宙告： 巧の手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただ<ためのを意に従ってください。 

b メモ： ブラケットには、 「U (左）と 「R」 （右）のラベルが付いています。 

1. 右ブラケットに2本の M2 X 3 mm ネジを取り付け、左ブラケットに2本の M2 x 3 mm ネジを取り付けます。 

2. ディスプレイケーブルをディスプレイパネルの背面にあるコネクタに接続します。 

3. ディスプレイカバーの切り込みの周迅にディスプレイケーブルを配線し、ディスプレイパネルを所定の位置に設定します。 

4. ディスプレイパネルをディスプレイカバーに固定する4本の M2. 5 X 5 mm ネジを取り付けます。 

5. ディスプレイべゼルを取りかけます （ ディスプレイべゼルの取り付け （E 6400および M 240 0) を参照）。 

6. ディスプレイアセンブリを取り付けます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （E 6400および M 240 0) を参照）。 

7. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取リイ寸 け を 参照）。 


8. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリの巧面の取り付け を参照）。 





















9. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


ディスプレイパネルおよびブラケットの取り外し （ E 6400 ATG ) 

^ 警告： 巧の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. イ乍業を開始する 前に の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリのち面の取りがし を参照）。 

3. ヒンジカバーを取り外します （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （ E 6400 ATG ) を参照）。 

5. ディスプレイべゼルを取り外します （ ディスプレイべゼルの取り外し （ E 6400 ATG ) を参照)。 

6. ディスプレイパネルから4本の M 2. 5 X 5 mm ネジを取り外します。 



1 

M 2. 5 X 5 mm ネジ (4) 

2 

ディスプレイパネル 

3 

ディスプレイカバー 




7. ディスプレイパネルをディスプレイカバーから持ち上げ、作業スペースに平らに置きます。 

〇 をな： タッチスクリーンディスプレイパネルの場合は、タッチスクリーンディスプレイパネルに接続する第2のケーブル（タッチスクリーンケーブル）があります。タッチスクリーンではないディス 
〜 プレイパネルの場合は、ディスプレイカバーにテープで留められているタッチスクリーンケーブルはそのままにしておきます。 

8. ディスプレイケーブルを取り外します。リリースタブを握って、コネクタからケーブルを取り外します。 


9. タッチスクリーンディスプレイパネルの場合は、タッチスクリーンケーブルを外します。 














5 


2 



1 

ディスプレイケーブル 

2 

ディスプレイコネクタリリースタブ 

3 

ディスプレイパネルの底面 

4 

タッチスクリーンケーブル（タッチスクリーンディスプレイパネルのみ） 

5 

タッチスクリーンケーブルコネクタ（タッチスクリーンディスプレイパネルのみ） 




10. 右ブラケットから4本の M 2 X 3 mm ネジを取り外し、左ブラケットから4本の M 2 x 3 mm ネジを取り外します。 



1 

ディスプレイパネル 

2 

ブラケット 

3 

M 2 X 3 mm ネジ (8) 




ディスプレイパネルおよびブラケットの取り付け （ E 6400 ATG ) 

^ 警告： 巧の手順を開始するがに、お巧いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただ<ためのを意に従ってください。 

© を意： タッチスクリーンディスプレイパネルの場合は、ブラケットを取り付ける際にミ主意が必要です。タッチスクリーンディスプレイパネルの側面に覆うようじケーブルがあり、ブラケットはそのケ 
ーブルの上に取り付けます。 

b メモ： ブラケットには、 「 U (左）と 「 R 」 （右）のラベルが付いています。 

1. 右ディスプレイパネルブラケットに4本の M 2 X 3 mm ネジを取り付け、左ディスプレイパネルブラケットに4本の M 2 x 3 mm ネジを取り付けます。 

2. ディスプレイカバーの前の作業スぺースに、ディスプレイパネルを表面を下にして置きます。 

3. ディスプレイケーブルをディスプレイパネルの背面にあるコネクタに接続します。 

4. タッチスクリーンパネルの場合は、タッチスクリーンケーブルをディスプレイパネルの背面にあるコネクタに接続します。 


5. ディスプレイパネルをディスプレイカバーに入れます。ディスプレイカバー内の位置合わせポストを利用して、各ブラケットの位置を合わせます。 

















6. ディスプレイパネルをディスプレイカバーに固定する 4 本の M2. 5 X 5 mm ネジを取り付けます。 

7. ディスプレイべゼルを取りかけます （ ディスプレイべゼルの取り付け （E 6400 ATG) を参照）。 

8. ディスプレイアセンブリを取りかけます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （E 6400 ATG) を参照）。 

9. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取り かけ を 参照）。 

10. ベースアセンブリの底面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 

11. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


ディスプレイインバータの取り外し （ E 6400および M 240 0) 

^ 警告： 巧の手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただくためのを意に従ってください。 

1. コンピュータでの 作業 の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベー スアセンブリの巧面の取りがし を参照）。 

3. ヒンジカバーを取りかします （ ヒンジカバーの 取り外し を 参照）。 

4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) を参照）。 

5. ディスプレイべゼルを取り外します （ ディスプレイべゼルの取り外し （E 6400および M 240 0) を参照）。 

6. ディスプレイインバータから2本の M2 X 3 mm ネジを取り外します。 

7. 2つのディスプレイインバータコネクタを抜きます。 

8. ディスプレイインバータをディスプレイカバーから持ち上げます。 



1 

M2 X 3 mm ネジ (2) 

2 

ディスプレイインバータコネクタ 

3 

ディスプレイインバータ 

4 

ディスプレイインバータコネクタ 


ディスプレイインバータの取り付け （ E 6400および M 240 0) 


^ 警告： 巧の手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、を全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 




















1. 2 つのディスプレイインバータコネクタをディスプレイインバータに接続します。 

2. ディスプレイインバータを固定する2本の M 2 X 3 mm ネジを取り付けます。 

3. ディスプレイべゼルを取りかけます （ ディスプレイべゼルの取リイ寸け （ E 6400および M 240 0) を参照）。 

4. ディスプレイアセンブリを取り付けます （ ディスプレイアセンブリの取りかけ （ E 6400および M 240 0) を参照）。 

5. ヒンジカバーを取りかけます （ ヒンジカバーの取り かけ を 参照）。 

6. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリの巧面の取リイ寸け を参照）。 

7. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 

デイスプレイヒンジの取り外し （ E 6400および M 240 0) 

^ 警告： 巧の手順を巧始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

b メモ： ディスプレイヒンジ/け、ルには、「1_」（左）と 「 R 」 （右）のラベルが付いています。 

1. コンピュータでの 作業 の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリのお面の取り外し を参照）。 

3. ヒンジカバーを取りかします （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （ E 6400および M 240 0) を参照）。 

5. ディスプレイべゼルを取り外します （ ディスプレイべゼルの取り外し （ E 6400および M 240 0) を参照）。 

6. ディスプレイパネルを取り外します に CFL ディスプレイパネルおよびブラケットの取り外し （ E 6400および M 240 0) または LED ディスプレイバネルおよびブラケットの取り外し （ E 6400および 
M 240 0) を参照）。 

7. 右ヒンジから2本の M 2. 5 X 5 mm ネジを取り外し、左ヒンジから2本の M 2. 5 x 5 mm ネジを取り外します。 

8. 各ヒンジからケーブルを外し、ヒンジを取り外します。 



1 

M2. 5 X 5 mm ネジ (4) 

2 

左ヒンジ 

3 

左ヒンジのケーブル 

4 
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ディスプレイヒンジの取り付け （ E 6400および M 2400) 


^ 警告： 巧の手順を開始するおに、おないのコンピュータに同巧の、巧全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

b メモ： ディスプレイヒンジ/け、ルには、「1_」（左）と 「 R 」 （右）のラベルが付いています。 

1. ケーブルを各ヒンジに入れ、ヒンジをスライドさせてディスプレイカバーに付けます。ディスプレイカバー内の位置合わせピンを利用して、各ヒンジの位置を合わせます。 

2. 右ヒンジに2本の M 2. 5 X 5 mm ネジを取り付け、左ヒンジに2本の M 2.5 x 5 mm ネジを取り付けます。 

3. ディスプレイパネルを取りかけます （ CCFL ディスプレイパネルおよびブラケットの取リイ寸け （ E 6400および M 240 0) または LED ディスプレイパネルおよびブラケットの取リイ汁け （ E 6400およ 
び M 240 0) を参照）。 

4. ディスプレイべゼルを取りかけます （ ディスプレイべゼルの取り付け （ E 6400および M 240 0) を参照）。 

5. ディスプレイアセンブリを取りかけます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （ E 6400および M 240 0) を参照）。 

6. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取り付け を 参照）。 

7. ベースアセンブリの底面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 

8. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 

ディスプレイヒンジの取り外し （ E 6400 ATG ) 

^ 警告： 巧の手順を開始するがに、おないのコンピュータに同巧の、ま全におないいただくためのを意に従ってください。 

1. コンピュータでの作業 の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリの巧面の取りがし を参照）。 

3. ヒンジカバーを取りがします （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取りがし （ E 6400 ATG ) を参照）。 

己.ディスプレイべゼルを取り外します （ ディスプレイべゼルの取り外し （ E 6400 ATG ) を参照)。 

6. ディスプレイパネルを取り外します （ ディスプレイパネルおよびブラケットの取りがし （ E 6400 ATG ) を参照）。 

7. 右ヒンジから2本の M 2. 5 X 5 mm ネジを取り外し、左ヒンジから2本の M 2. 5 x 5 mm ネジを取り外します。 

8. 各ヒンジからケーブルを外し、ヒンジを取り外します。 
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ディスプレイヒンジの取り付け （ E 6400 ATG ) 

^ 警告： 巧の手順を開始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

b メモ： ディスプレイヒンジ/け、ルには 、 「U (左）と 「 R 」 （右）のラベルが付いています。 

1. ケーブルを各ヒンジに入れ、ヒンジをスライドさせてディスプレイカバーにせけます。ディスプレイカバー内の位置合わせピンを利用して、各ヒンジの位置を合わせます。 

2. 右ヒンジに2本の M 2. 5 X 5 mm ネジを取り付け、左ヒンジに2本の M 2.5 x 5 mm ネジを取り付けます。 

3. ディスプレイパネルを取りかけます （ ディスプレイパネルおよびブラケットの取りかけ （ E 6400 ATG ) を参照）。 

4. ディスプレイべゼルを取りかけます （ ディスプレイべゼルの取り付け （ E 6400 ATG ) を参照）。 

5. ディスプレイアセンブリを取りかけます （ ディスプレイアセンブリの取リイ寸け （ E 6400 ATG ) をを照）。 

6. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの 取り付け を 参照）。 

7. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベー スアセンブリの底面の取リイ寸け を参照）。 

8. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


マイク基板の取り外し 

^ 宙告： 巧の手順を開始するおに、お巧いのコンピュータに同巧の、ま全におないいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取り外します （ ベースアセンブリのち面の取りがし を参照）。 

3. ヒンジカバーを取りかします （ ヒンジカバーの取りが し を 参照）。 


4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （ E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （ E 6400 ATG ) を参照）。 


5. ディスプレイべゼルを取り外します （ ディスプレイべゼルの取り外し （ E 6400および M 240 0) または ディスプレイべゼルの取り外し （ E 6400 ATG ) を参照)〇 


6. マイクケーブルの小さしロネクタレバーを持ち上げます。 

7. 拘まネジを緩め、マイク基板を慎重に斜めに持ち上げ、マイクケーブルを外します。 
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マイク基板の取り付け 

^ 警告： 巧の手順を開始するがに、おないのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただくためのを意に従ってください。 

1. マイクケーブルのケーブルコネクタをスライドさせてマイク基板のコネクタに挿入します。 

2. マイク基板のコネクタのレバーを閉じます。 

3. マイク基板を斜めにして、ディスプレイカバーの切り込みと位置を合わせます。 



l" [ディスプレイカバーの切り込み T2 マイク基板] 

4. マイク基板をディスプレイカバーに固定する M2 X 3 mm ネジを締めます。 

己.ディスプレイべゼルを取りかけます （ ディスプレイべゼルの取りかけ （E 6400および M 240 0) または ディスプレイべゼルの取リイ寸け （E 6400 ATG) を参照) 〇 

6. ディスプレイアセンブリを取り付けます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （E 6400および M 240 0) または ディスプレイべゼルの取り付け （E 6400 ATG) を参照）。 

7. ヒンジカバーを取りかけます （ ヒンジカバーの取リイ寸 け を 参照）。 

8. ベースアセンブリの巧面を取りかけます （ ベースアセンブリの巧面の取りかけ を参照）。 

9. 作業を終えた後に の手歴じ従って操作して〈ださい。 

カメラおよびマイクアセンブリの取り外し 

^ 警告： 巧の手順を巧始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリのお面の取り外し を参照）。 

3. ヒンジカバーを取り外します （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 


4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400 ATG) を参照）。 

























5. ディスプレイべゼルを取り外します （ ディスプレイべゼルの取り外し （E 6400および M 240 0) または ディスプレイべゼルの取り外し （E 6400 ATG) を参照）。 


6. カメラ/マイクケーブルのルさしロネクタレバーを持ち上げます。 

7. 拘まネジを緩め、カメラ/マイクアセンブリを慎重に斜めに持ち上げ、カメラ/マイクケーブルを外します。 
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カメラおよびマイクアセンブリの取り付け 

^ »告： ホの手順を開始するがに、おないのコンピュータに同巧の、ま全にお巧いいただくためのを意に従ってください。 

1. カメラ/マイクケーブルのケーブルコネクタをスライドさせてカメラ/マイクアセンブリのコネクタに挿入します。 

2. カメラ/マイクアセンブリのコネクタのレバーを閉じます。 

3. カメラ/マイクアセンブリを斜めにして、ディスプレイカバーの切り込みと位置を合わせます。 



4. カメラ/マイクアセンブリをディスプレイカバーに固定する M2 X 3 mm ネジを締めます。 

5. ディスプレイべゼルを取りかけます （ ディスプレイべゼルの取リイ寸け （E 6400および M 240 0) または ディスプレイべゼルの取リイ寸け （E 6400 ATG) を参照)。 


6. ディスプレイアセンブリを取り付けます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （E 6400および M 240 0) または ディスプレイべゼルの取リイ寸け （E 6400 ATG) を参照）。 






















7. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取リイ寸 け を 参照）。 


8. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリのな面の取り付け を参照）。 

9. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


ラッチフックアセンブリの取り外し 

A 警告： 次の手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取り外します （ ベースアセンブリのお面の取り外し を参照）。 

3. ヒンジカバーを取り外します （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400 ATG) を参照）。 

5. ディスプレイべゼルを取り外します （ ディスプレイべゼルの取り外し （E 6400および M 2400 ほ たは ディスプレイべゼルの取り外し （E 6400 ATG) を参照)〇 

6. M2. 5 X 5-mm ネジを外し、ラッチフックアセンブリを斜めにしてディスプレイカバーから外します。 
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ラッチフックアセンブリの取り付け 

^ 警告： 巧の手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. ラッチフックを斜めじしてディスプレイカバーじ付けます。 

2. ラッチフックアセンブリをディスプレイカバーに固定する M2.5 X 5 mm ネジを取り付けます。 

3. ディスプレイべゼルを取り付けます （ ディスプレイべゼルの取りかけ （E 6400および M 240 0) または ディスプレイべゼルの取り付け （E 6400 ATG) を参照) 〇 

4. ディスプレイアセンブリを取りかけます （ ディスプレイアセンブリの取リイ寸け （E 6400および M 2400 ほ たは ディスプレイアセンブリの取リイ寸け （E 6400 ATG) を参照）。 

5. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取り かけ を 参照）。 
























6. ベースアセンブリの底面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 


7. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


ディスプレイカバーの取り外し 

^ 警告： 巧の手順を開始する前に、お巧いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただくためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って〈ださい。 


2. ベースアセンブリの巧面を取り外します （ ベースアセンブリのお面の取り外し を参照）。 

3. ヒンジカバーを取りかします （ ヒンジカバーの取り かし を 参照）。 

4. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400 ATG) を参照）。 


5. ディスプレイべゼルを取り外します （ ディスプレイべゼルの取り外し （E 6400および M 240 0) または ディスプレイべゼルの取り外し （E 6400 ATG) を参照)〇 


& メモ： 次の手順では、ディスプレイパネルからブラケットを取り外す必要はありません。 

6. ディスプレイカバーからディスプレイパネルを取り外します （ CCFL ディスプレイパネルおよびブラケットの取りがし （E 6400および M 2400) 、 LED ディスプレイパネルおよびブラケットの取りが 
し (E 6400および M 240 0) ' または ディスプレイパネルおよびブラケットの取り外し （E 6400 ATG) を参照）。 


ディスプレイカバーの取り付け 

^ »告： 次の手順を開始するがに、お巧いのコンピュータに同巧の、ま全におないいただくためのを意に従ってください。 

1. ディスプレイカバーにテープで留められているケーブルのテープをはがします。 


2. ディスプレイパネルを取りかけます （ CCFL ディスプレイパネルおよびブラケットの取リイ寸け （E 6400および M 2400) 、 LED ディスプレイパネルおよびブラケットの取リイ寸け （E 6400および 
M 240 0) ' または ディスプレイパネルおよびブラケットの取り付け （E 6400 ATG) を参照)〇 


3. ディスプレイべゼルを取りかけます （ ディスプレイべゼルの取り付け （E 6400および M 240 0) または ディスプレイべゼルの取リイ寸け （E 6400 ATG) を参照)。 


4. ディスプレイアセンブリを取り付けます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取りかけ （E 6400 ATG) を参照）。 


5. ヒンジカバーを取りかけます （ ヒンジカバーの取リイ寸 け を 参照）。 


6. ベースアセンブリの底面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 


7. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


直次に房る 






























目ホに戻る 


フアン 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ フアンの取り外し 
♦ フアンの取り付け 


フアンの取り外し 

^ 警告： 巧の手順を開始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリの巧面の取りがし を参照）。 

3. フアンをプロセッサヒートシンクアセンブリに固定している2本の M2.5 X 5 mm ネジを取り外します。 

4. システム基板からフアンケーブルを取り外します。 

5. フアンを45度の角度で持ち上げ、プロセッサヒートシンクアセンブリのフラップから引いて取り外します。 
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フアンの取り付け 

^ »告： 次の手順を開始するがに、お巧いのコンピュータに同巧の、ま全におないいただくためのを意に従ってください。 

1. ヒートシンクアセンブリのフラップを持ち上げ、フアンを斜めに挿入します。 

2. フアンのネジ巧とプロセッサヒートシンクアセンブリのネジ巧を合わせます。 

3. フアンをプロセッサヒートシンクアセンブリに固定する2本の M2. 5 X 5 mm ネジを取り付けます。 

4. フアンケーブルをシステム基板に接続します。 


5. ベースアセンブリの底面を取り付けます (ベースアセンブリの底面の取り外し を参照）。 

















6. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


目ホに戻る 





目ホに戻る 


FCM 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400サー台スマニュァル 

♦ WWAN/FCM スロットからの FCM の取りがし 

♦ WPAN/UWB/FCM スロットカ、らの FCM の取り外し 

♦ FCM の取り付け 


^ 警告： 本巧の手順を開始するかに、コンピュータに付属しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意さ巧を読み、その指示に従ってくださし、。 


FCM は、 Intel® Turbo Memory や Intel Flash Cache ロジックチップミニカードとしても知られています。 FCM は WWAN/FCM 力ードコネクタまたは WPAN/UWB/FCM 力ードコネクタに取 
り付けることができます。 

。メモ： このモジュールは、 Microsoft® Windows Vista ⑥オペレーティングシステムのみと互換性があります。 


WWAN / FCM スロットからの FCM の取り外し 


1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

2. ベースアセンブリの底面を取り外します （ ベースアセンブリの底面の取り外し を参照）。 

3. M2 X 3 mm ネジを取り外します。 FCM は 45 度の角度で外れます。 

4. システム基板上の力ードコネクタから FCM をスライドさせて外します。 
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M2 X 3 mm ネジ 

2 

カード コネ、 クタ 
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FCM 




WPAN / UWB / FCM スロットからの FCM の取り外し 

1. コンピュータでの 作業 の 手順にがって操イ乍して〈ださい。 

2. ベースアセンブリのお面を取りがします （ ベー スアセンブリのお面の取り外し を参照）。 

3. 左のヒンジカバーから M2. 5 X 5 mm ネジを取りかします。次にヒンジカバーを前方にスライドさせ、上に持ち上げて取り外します。 

4. M2 X 3 mm ネジを取り外します。 FCM は 45 度の角度で外れます。 

5. システム上の力ードコネクタから FCM をスライドさせて外します。 
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FCM の取り付け 

〇 をな： このモジュールを取り付ける晩ホ、アンテナケーブルが力ードの下にないことを確認して〈ださい。アンテナケーブルはモジュールの横にあるホルダに入れます 。これらのアンテナケーブ 
ルの上にモジュールを取り付けると、コンピュータが破損する可能性があります。 

Q を意： コネクタは正し〈挿入できるよう設計されてし巧す。お抗を感じる場合は、モジュールとシステム基板のコネクタを確認し、モジュールを再配置して〈ださい。 

〇 を意 ： FCM は WWAN/FCM 力ードコネクタまたは WPAN / UWB/FCM 力ードコネクタに取り付けること力巧きます。どちらか使用可能なほうを使用します。両方とも使用可能な場合は、アク 
セスしやすい WWAN/FCM 力ードコネクタを使用します。 

1. システム基板上の力ードコネクタじ FCM をスライドさせて入れます。 

2. FCM を押して所定の位置に固定します。 

3. M 2 X 3 mm ネジを取り付けます。 

4. ワイヤレスケーブルを固定します。 

WWAN/FCM スロットに FCM を取り付ける場合は、灰色/黒および灰色/白のアンテナケーブルをモジュールの横にあるホルダに入れます。 



1 

FCM 

2 

灰色/黒のアンテナケーブル 

3 

灰色/白のアンテナケーブル 

4 

モジュールの横にあるホルダ 


WPAN / UWB/FCM スロットに FCM を取り付ける場合は、青いアンテナケーブルをモジュールの横にあるホルダに入れます。 














1 

モジュールの横にあるホルダ 

2 

青いアンテナケーブル 

3 

FCM 




己.ベースアセンブリの底面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 


6. 作業を終えた後 じ の 手順に従って操作して〈ださい。 


直次に层る 











目ホに戻る 


ハードドライブ 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュァル 

♦ ハードドライブの取り外し 
♦ ハードドライブの取りかけ 

♦ 1.8 インチハードドライブ （ E 6400 ATG ) の取り外し 

♦ 1.8 インチハードドライブ （ E 6400 ATG ) の取リイ寸け 

♦ モジュラーハードドライブの取り外し 
♦ モジュラーハードドライブの取り付け 

^ メモ： デルではデル製品な外のハードドライブに対する互換性の保証およびサポートの提供は行っておりません。 


ハードドライブの取り外し 

^ 警告： 本巧の手順を開始するかに、コンピュータに付属しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意事巧を読み、その指示に従ってください。 

^ »告： ドライブが高温のときにハードドライブをコンピュータから取り外す場合、ハードドライブの金属製ハウジングに化れないでください。 

〇 をち： データの損失を防ぐため、ハードドライブを取り外す前に必ずコンピュータの電源を切って〈ださい。コンピュータの電源が入ってし巧ときやスリープ状態のときにハードドライブを取り外さ 
ないでください。 

Q を意： ハードドライブは大変壊れやすい部品です。ハードドライブの取キあいにはを意してください。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. ディスプレイを閉じて、コンピュータを裏返します。 

3. 2本の M 3 X 3 mm ネジを外します。 

4. ハードドライブをベースアセンブリから引き出します。 


1 2 3 



1 

ハードドライブ 

2 

ベースアセンブリの底面 

3 

M 3 X 3 mm ネジ (2) 




5. ハードドライブべゼルから M 3 X 3 mm ネジを取り外します。 


6. ハードドライブべゼルを取り外します。 



















1 

ハードドライブべゼル 

2 

べゼルブラケットのピン 

3 

ハードドライブ 

4 

M 3 X 3 mm ネジ 


ハードドライブの取り付け 

^ »告： 本項の手順を開始する前に、コンピュータに付属しているガイドのま全にお使いいただ<ためのを意さ項を読み、その巧示にがってくださし、。 

Q を意： ハードドライブは大変壊れやすい部品です。ハードドライブの取キあいにはを意してください。 

〇 を意： ハードドライブを所定の位置に挿入する際は、均等に力を加えてください。力を入れすぎると、コネクタが損傷する場合があります。 

1. ラベルを下に向けてハードドライブを持ちます。 

2. べゼルの一端にあるピンをハードドライブの巧に入れます。 

3. ベセルのもう一方の端に、ハードドライブべゼルをハードドライブに固定する M 3 X 3 mm ネジを取り付けます。 

4. ハードドライブをハードドライブベイに差し込みます。 

5. ハードドライブをべースアセンブリに固定する2本の M 3 X 3 mm ネジを取り付けます。 

6. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 

7. 必要に応じて、オペレーティングシステム、ドライバ、およびユーティリティをコンピュータじインストールします。詳細については、 suppo け. jp . deH . com 、 またはお使いのコンピュータに同おさ 
れてし、る『セット アップおよ びクイックリファレンスガイド参照 してください。 


1.8 ィンチハードドラィブ ( E 6400 ATG ) の取り外し 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付属しているガイドのま全におないいただくためのを意事項を読み、その指示にがってください。 

^ 警告： ドライブがち温のときにハードドライブをコンピュータから取り外す場合、ハードドライブの金 JRS ハウジングに触れないでください。 

〇 を意： データの損失を防ぐため、ハードドライブを取り外す前に必ずコンピュータの電源を切って〈ださし、。コンピュータの電源が入っているときやスリープ状態のときにハードドライブを取り外さ 
ないで〈ださい。 

Q を意： ハードドライブは大変壊れやすい部品です。ハードドライブの取キあいにはを意してください。 

1. コンピュータでの 作業 の 手 lii に従って操作して〈ださい。 

2. ディスプレイを閉じて、コンピュータを裏返します。 

3. 2本の M 3 X 3 mm ネジを外します。 

4. ハードドライブをベースアセンブリから引き出します。 











2 3 



1 

ハードドライブ 

2 

ベースアセンブリの底面 

3 

M 3 X 3 mm ネジ (2) 




5. ハードドライブべゼルから M 3 X 3 mm ネジを取り外します。 

6. ハードドライブべゼルを取り外します。 



1 

ハードドライブべゼル 

2 

べゼルブラケットのピン 

3 

ハードドライブ 

4 

M 3 X 3 mm ネジ 


7. ハードドライブキヤリアのカバーから2本の M 2. 5 X 日 mm ネジを外します。 

8. カバーを斜めに持ち上げ、カバーのタブをスライドさせてキヤリアから外します。 

















1 

M 2. 5 X 5 mm ネジ （2) 

2 

カバー 

3 

タブ (2) 

4 

ハ —ドドライブキヤリア 


9. ハードドライブを斜めに持ち上げ、スライドさせてハードドライブキヤリアのコネクタからかします。 



1 

ハードドライブ 

2 

ハードドライブキヤリア 

3 

コネクタ 




10. 青い緩衝材の両側を引っ張ってハードドライブから外します。 



1 

ハードドライブ 

2 

青い緩衝材 


1.8 インチハードドライブ （ E 6400 ATG ) の取り付け 

^ 警告： 本巧の手順を開始する前に、コンピュータに付«しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意事巧を読み、その指示に従ってください。 

Q を意： ハードドライブは大変壊れやすい部品です。ハードドライブの取キあいにはミ主意して〈ださい。 

〇 を意： ハードドライブを所定の位置に挿入する際は、均等に力を加えて〈ださい。力を入れすぎると、コネクタが損傷する場合があります。 

〇 を意： 青い緩衝材の上面と底面はお状が異なります。上面は小さい突起がある平面で、底面は大きい突起があります。青い緩衝材をハードドライブの周りに取り付ける晩よ、緩衝材の上面を 
上に向けて取り付けてし、ることを確認してくださし、。上に向けないと、ハードドライブキヤリアのカバーがきちんと閉まらな〈なります。 


1. 青い緩衝材の上面を上に向けて、緩衝材の端をハードドライブの端(コネクタの反対側）に合わせ、ハードドライブの両側に緩衝材を取り付けます。 
























1 

青い緩衝材 

2 

ハードドライブ 

3 

コネクタ 

4 

青い緩衝材の上面 


2. ハードドライブを斜めにしてキャリアじ入れます。 

3. ハードドライブをキャリア内のコネクタに接続します。 



1 

ハードドライブ 

2 

ハードドライブキヤリア 

3 

コネクタ 




4. カバーのタブをハードドライブキヤリアの縁にスライドさせます。 

5. 2本の M 2. 5 X 5 mm ネジを取り付けます。 
















1 

M 2. 5 X 5 mm ネジ 

2 

カバー 

3 

ハードドライブキヤリアの縁 (2) 

4 

タブロ） 


6. べゼルの一端にあるピンをハードドライブの巧に入れます。 

7. ベセルのもう一方の端に、ハードドライブべゼルをハードドライブに固定する M 3 X 3 mm ネジを取り付けます。 

8. ハードドライブをハードドライブベイに差し込みます。 

9. ハードドライブをベースアセンブリに固定する2本の M 3 X 3 mm ネジを取り付けます。 

10. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 

11. 必要に応じて、オペレーティングシステム、ドライバ、およびユーティリティをコンピュータにインストールします。詳細については、 suppo け. jp . dell . com 、 またはお使いのコンピュータに同巧さ 
れてし、る『セット アップおよびクイックソファレンスカ’'イド鮮参照して〈ださい。 


モジュラーハードドライブの取り外し 

^ 餐告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付属しているガイドのま全にお使いいただ<ためのを意を巧を読み、その指示に従ってください。 

^ 警告： ドライブがち温のときにハードドライブをコンピュータから取り外す場合、ハードドライブのを厲巧ハウジングに化れないでください。 

© を意： データの損失を防ぐため、ハードドライブを取り外す前に必ずコンピュータの電源を切って〈ださい。コンピュータの電源が入ってし巧ときやスリープ状態のときにハードドライブを取り外さ 
ないで〈ださい。 

Q をな： ハードドライブは大変壊れやすい部品です。ハードドライブの取キあいにはを意してください。 

1. コンピュータでの 作業 の 手 lii に従って操作して〈ださい。 

2. コンピュータを裏返します。 

3. コンピュータにモジュラードライブのセキュリティ用ネジがある場合は、そのネジを取り外します。 

4. リリースラツチを押して外します。 

5. リリースラツチを利用して、ドライブをスライドさせてモジュラーベイから引き出します。 



4 


1 

固定ネジ 

2 

モジュラーベイ 

3 

モジュラードライブ 

4 

リリースラッチ 


6. リリースラッチを固定している M 2. 5 X 5 mm ネジを取り外します。 


7. リリースラッチをスライドさせてリリースラッチキヤリアから外します。 



















1 

リリースラッチ 

2 

リリースラツチキヤリア 

3 

M 2. 5 X 5 mm ネジ 




8. リリースラッチキヤリアを固定している M 2. 5 X 5 mm ネジを取りかします。 

9. リリースラッチキヤリアをスライドさせてハードドライブキヤリアから外します。 



1 

M 2. 5 X 5 mm ネジ 

2 

リリースラツチキヤリア 

3 

ハードドライブキヤリア 




10. ハードドライブキヤリアのカバーから3本の M 2. 5 X 日 mm ネジを外します。 


11. カバーを斜めに持ち上げ、取り外します。 



















1 

カバー 

2 

M 2. 5 X 5 mm ネジ （3) 

3 

ハードドライブキヤリア 




12. ハードドライブブラケットから 4 本の M 2. 5 X 5ネジを取り外します。 



1 

ハードドライブキヤリア 

2 

M 2. 5 X 5 mm ネジ (4) 

3 

ハードドライブ 

4 

ハードドライブブラケット 


13. ハードドライブを斜めに持ち上げ、ハードドライブキヤリアから取り外します。 



ハードドライブ3ハ-ドドライブキヤリ3 


14. ハードドライブのコネクタ側を持ち上げ、ハードドライブをハードドライブブラケットから外します。 



















1 

ハードドライブ 

2 

コネクタ 

3 

ハー•ドドライブブラケット 




15. 青い緩衝材の両側を引っ張ってハードドライブから外します。 



1 

ハードドライブ 

2 

青い緩衝材 


モジュラーハードドライブの取り付け 

^ 警告： 本項の手順を開始するかに、コンピュータに付属しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意さ項を読み、その指示に従ってください。 

Q を患： ハードドライブは大変壊れやすい部品です。ハードドライブの取キあいにはミ主意して〈ださい。 

〇 を意： ハードドライブを所定の位置に挿入する際は、均等に力を加えて〈ださい。力を入れすぎると、コネクタが損傷する場合があります。 

〇 を意： 青い緩衝材の上面と底面はお状が異なります。上面は大きい突起があり、底面はルさい突起がある平面です。青い緩衝材をハードドライブの周りに取り付ける際は、緩衝材の上面を上 
に向けて取り付けていることを確認して〈ださい。 

1. 青い緩衝材の上面を上に向けて、緩衝材の端をハードドライブの端(コネクタの反対側）じ合わせ、ハードドライブの両側に緩衝材を取り付けます。 
















1 

ハードドライブ 

2 

青い緩衝材 

3 

コネクタ 

4 

青い緩衝材の上面 


2. ハードドライブの端(コネクタの反対側）をハードドライブブラケットの角に合わせて入れます。 

3. ハードドライブをハードドライブブラケットに押し込みます。 



1 

ハードドライブ 

2 

コネクタ 

3 

ハードドライブブラケット 

4 

ハードドライブブラケットの角 （2) 


4. ハードドライブを斜めにしてキヤリアに入れます。 

5. ハードドライブをキャリア内のコネクタに接続し、ハードドライブをキャリアじ下ろします。 



1 

ハードドライブ 

2 

ハードドライブキヤリア 

3 

コネクタ 




6. ハードドライブブラケットに4本の M 2. 5 X 5 mm ネジを取り付けます。 
























1 

ハードドライブキヤリア 

2 

M 2. 5 X 5 mm ネジ (4) 

3 

ハードドライブ 

4 

ハードドライブブラケット 


7. カバーを斜めにして端を合わせ、カバーのタブをキヤリアの切り込みじ入れます。 

8. カバーを所定の位置に置き、3本の M 2. 5 X 5 mm ネジを取り付けます。 



1 

ハードドライブキヤリアの切り込み 

2 

キャリアカバーのタブ 

3 

M 2. 5 X 5 mm ネジ （3) 




9. リリースラッチキヤリアをスライドさせてハードドライブキヤリアに入れます。 

10. リリースラッチキャリアを固定する M 2 .日 X 5 mm ネジを取り付けます。 



















1 

M 2. 5 X 5 mm ネジ 

2 

リリースラッチキヤリア 

3 

ハードドライブキヤリア 




11. リリースラツチをスライドさせてハードドライブキヤリアに入れます。 

12. リリースラッチを固定する M 2.5 X 5 mm ネジを取り付けます。 



13. ハードドライブキヤリアをスライドさせてモジュラーベイに入れます。 

14. リリースラツチを押し込んでキヤリアを固定します。 



1 

ハードドライブキヤリア 

2 

リリースラツチ 


15. コンピュータにモジュラードライブのセキュリティ用ネジがある場合は、そのネジを取り付けます。 

16. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 

17. 必要に応じて、オペレーティングシステム、ドライバ、およびユーティリティをコンピュータにインストールします。詳細については、 suppo け. jp . deH . com ' またはお使いのコンピュータに同おさ 
れてし、る『セットアップおよびクイックリファレンスガイド JP を参》爲 して〈ださい。 


目次に戻る 























目ホに戻る 


ヒンジカ/く一 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ ヒンジカバーの取り外し 
♦ ヒンジカバーの取りかけ 


ヒンジカバーの取り外し 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付«しているガイドのま全にお使いいただ<ためのを意事項を読み、その指示に従ってください。 

左右のヒンジカバーを入れ替えることはできません。左のカバーは DisplayPort コネクタを覆い、右のカバーは RJ -45 ネットワークコネクタを覆います。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lli にがって操作して〈ださい。 

2. ベースアセンブリの底面を取り外します （ ベースアセンブリの底面の取り外し を参照）。 

3. それぞれのヒンジカバーから M 2. 5 X 5 mm のネジを取りかします。 

4. それぞれのヒンジカバーを前方にスライドさせ、持ち上げて取り外します。 



1 

M 2. 5 X 5 mm ネジ （2) 

2 

ヒンジ カバー 


ヒンジカバーの取り付け 


1. 左のヒンジカバーをスライドさせて DisplayPort コネクタを覆うように取り付け、右のヒンジカバーをスライドさせて FU -45 ネットワークコネクタを覆うように取り付けます。 

2. それぞれのヒンジカバーに M 2. 5 X 5 mm ネジを取り付けます。 

3. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリのお面の取り付け を参照）。 

4. 作業を終えた後に の手順に従って操作してください。 


目次に戻る 

















目ホに戻る 


キーボード 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ キーボードの取り外し 
♦ キーボードの取りかけ 


キーボードの取り外し 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付«しているガイドのま全にお使いいただ<ためのを意事項を読み、その指示に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. LED カバーを取り外します （ LED カバーの取りが し を 参照）。 

3. キーボード上部にある2本の M 2 X 3 mm ネジを外します。 

Q をな： キーボード上のキーキャップは壊れたり、外れたりしやすく、また取り付けに時間がかかります。キーボードの取り外しや取り扱いにはを意して〈ださい。 

4. プルタブを利用してキーボードの上部を慎重に持ち上げ、キーボードを引き出すように取りかします。 



1 

M 2 X 3 mm ネジ (2) 

2 

キーホート 

3 

プルタブ 




キーボードの取り付け 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付属しているガイドのま全にお使いいただくためのを意ま項を読み、その指示にがってください。 

Q を 意： キーボード上のキーキャップは壊れたり、外れたりしやすく、また取り付けに時間がかかります。キーボードの取り外しや取り扱いにはを意して〈ださい。 

1. コンピュータの少し上の高さでキーボードの上部を持ち、キーボードの下部を斜めにスライドさせてパームレストの前方内側に入れ、タブおよびキーボードコネクタを合わせます。 

2. それぞれの端を慎重に巧して、キーボードを所定の位置にはめ込みます。 


3. キーボード上部に2本の M 2 X 3 mm ネジを取り付けます。 















1 

M 2 X 3 mm ネジ (2) 

2 

タブ (5) 

3 

キーボードコネクタ 




4. LED カバーを取りかけます （ LED カバーの取り付け を 参照）。 

5. 作業を終えた後 じ の 手順に従って操作して〈ださい。 


目次に戻る 











目ホに戻る 


LED カバー 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ LED カバーの取り外し 

♦ LED カバーの取りがけ 


LED カバーの 取り外し 

^ 餐告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付«しているガイドのま全にお使いいただ<ためのを意事項を読み、その指示に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. バッテリーベイで、 LED カバーを コン ピュータ上部に固定しているタブを見つけます。 

3. プラスチックスクライブを利用して、タブを慎重に巧して LED カバーを外します。 




1 

LED カバー 




LED カバーの 取り付け 



















^ 警告： 本巧の手順を開始するかに、コンピュータに付属しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意さ項を読み、その指示に従ってくださし、。 


1. 斜めにして作業を行い、 LED カバーをタブ1つずつにはめ込んでいきます。 

2. 作業を終えた後に の手順に従って操作してください。 





目ホに戻る 


メモリ 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ メモリモジュールの取り外し 

♦ メモリモジュールの取りかけ 


お使いのコンピュータには、ユーザーがアクセスできる2つの S 0 DIMM ソケットがあります。システム基板にメモリモジュールを取り付けると、コンピュータのメモリ容量を増やすことができます。お使 
いのコンピュータでサポートされているメモリについては、 f セットアップおよびクイックソファレンスガイド ' J の「仕様」を参照して〈ださい。お使いのコンピュータ用のメモリモジュールのみを取り付けるように 
して〈ださい。 

& メモ： デルから購入されたメモリモジュールは、お使いのコンピュータの保証対象に含まれます。 

メモリモジュールの取り外し 

^ 警告： 本項の手順を開始するかに、コンピュータに付属しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意さ項を読み、その指示に従ってください。 

〇 をな： 2 つのメモリモジュールが取り付けられている場合は、上のメモリモジュールを取り外してから、下のメモリモジュールを取り外す必要があります。 

1. 作業を開始する 前に の 手1隔にがって操作して〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取り外します （ ベースアセンブリのお面の取りがし を参照）。 

〇 を意： メモリモジュールコネクタへの損傷を防ぐため、メモリモジュールの固定クリップを広げるために道具を使用しないで〈ださい。 

3. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップをメモリモジュールが持ち上がるまで指先で慎重に広げます。 

4. メモリモジュールをコネクタから取り外します。 



1 

固定クリップ (2) 

2 

メモリモジュール 


メモリモジュールの取り付け 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付 JS しているガイドのま全におないいただくためのを意事項を読み、その指示に従ってくださし、。 

〇 を意： 2つのメモリモジュールを取り付ける場合は、下のメモリモジュールを先に取り付ける必要があります。 

1. モジュールを45度の角度にして、モジュールの切り込みとコネクタのタブの位置を合わせます。 

& メモ： メモリモジュールが正しく取り付けられてし々い場合、コンピュータは起動しないことがあります。この場合、エラーメッセージは表示されません。 














2. カチッと音がして所定の位置に収まるまで、モジュールを巧し下げます。モジュールがカチッとはまらない場合は、モジュールを取りかし、取り付けなおして〈ださし、。 



1 

タブ 

2 

切り込み 


3. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリのお面の取り付け を参照）。 

4. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 

コンピユータは起動時に、増設されたメモリを検出してシステム設定情報を自動的にアップデートします。コンピユータに取り付けられたメモリ容量を確認するには、次の操作を行なし巧す。 
I Windows XP では、デスクトップで マイコンピュータ アイコンを右クリックします。 プロパティ^全 巧をクリックします。 


I Windows Vista では、スター ト e ヘルプとサポート^ Dell システム 情報をクリックします。 












目ホに戻る 


モデム 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ モデムの取り外し 
♦ モデムの取り付け 


モデ厶の取り外し 

^ 警告： 巧の手順を開始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. LED カバーを取り外します （ LED カバーの取りが し を 参照）。 

3. キーボードを取り外します （ キーボードの取り外し を 参照）。 

4. M 2 X 3 mm ネジをモデムから取り外します。 

5. プルタブを利用して、 I / O 力ードからモデムを取り外します。 

6. モデムケーブルをモデムから外します。 

1 



3 


1 

M 2 X 3 mm ネジ 

2 

モデ厶ケーブル 

3 

モデム 




モデムの取り付け 

^ 警告： 巧の手順を開始するがに、お巧いのコンピュータに同巧の、ま全におないいただくためのを意に従ってください。 

1. モデムケーブルをモデムに接続します。 

2. モデムのネジ巧を利用して、 I / O 力ードのコネクタと位置を合わせます。 

3. モデム上の「ここを巧します」と書かれた箇所を巧して、 I / O 力ードにモデムを接続します。 

4. M 2 X 3 mm ネジを取り付けて、 I / O 力ードにモデムを固定します。 


5. キーボードを取り付けます ( キーボードの取り付け を 参照）。 
















6. LED カバーを取り付けます （ LED カバーの取り付け を 参照）。 


7. 作業を終えた後 じ の 手順に従って操作して〈ださい。 


目次に戻る 






目ホに戻る 


モジュラードライブ 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュァル 

♦ モジュラードライブの取り外し 
♦ モジュラードライブの取り付け 

モジュラードライブとしては、セカンドハードドライ义光学式ドライブ、または移動用の無線対応ベイを利用できます。 


モジュラードライブの取り外し 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付属しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意さ項を読み、その指示にがってください。 

& メモ： モジュラードライブのセキュリティ用ネジはオプションであるため、お使いのコンピュータに取り付けられていない場合があります。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. コン ピュータを裏返します。 

3. コンピュータにモジュラードライブのセキュリティ用ネジカ 《 ある場合は、そのネジを取り外します。 

4. リリースラツチを押してかします。 

5. リリースラッチを利用して、ドライブをスライドさせてモジュラーベイから引き出します。 



1 

固定ネジ 

2 

モジュラーベイ 

3 

モジュラードライブ 

4 

リリースラッチ 


モジュラードライブの取り付け 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付属しているガイドのま全におないいただくためのを意事項を読み、その指示にがってください。 

& メモ： モジュラードライブのセキュリティ用ネジはオプションであるため、お使いのコンピュータに取り付けられていない場合があります。 

1. ドライブをスライドさせてモジュラーベイに挿入します。 

2. コンピュータにモジュラードライブのセキュリティ用ネジがある場合は、そのネジを取り付けます。 

3. 作業を終えた後に の手順に従って操作してください。 















目次に戻る 



目ホに戻る 


パームレストアセンブリ 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュァル 

♦ パームレストアセンブリの取り外し 
♦ パームレストアセンブリの取リイ寸け 


パー厶レストアセンブリの取り外し 

^ 警告： 巧の手順を開始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリのち面の取りがし を参照）。 

3. ヒートシンクアセンブリを取り外し ます け ロセッサヒートシンクアセンブリの取り外し を 参照）。 

4. ヒンジカバーを取り外します （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

5. モジュラードライブを取り外します （ モジュラードライブの取り外し を 参照)。 

6. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （ E 6400 ATG ) を参照）。 

7. LED カバーを取り外します （ LED カバーの取り外し を 参照）。 

8. キーボードを取り外します ( キーボードの取り外し を 参照）。 

9. ちスピーカーグリルを取りかします （ 右スピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取り外し を 参照）。 

10. コンピュータを裏返し、7本の M 2. 5 X 5 mm ネジを外します。 



1 

2.5 X 5 mm ネジ （7) 




11. コンピュータの表側を上にし、 「 P 」 のラベルが付いた4本の M 2. 5 X 5 mm ネジを取り外します。 

12. ワイヤレススイッチケーブル、スピーカーケーブル、およびタッチパッドケーブルをシステム基板から外します。 

13. タッチパッドケーブルを持ち上げて、下にある非接触スマートカードケーブルが見えるようにします。非接触スマートカードケーブルをシステム基板から外します。 

〇 を意： パームレストを コン ピュータから無理に外さな し、 で〈ださし、。パームレストカ巧ま〈外れない場合は、パームレストを慎重に かザる か、軽〈力を加えます。または、あおのある場所を避けて、 
端に沿って力を加えていき、パームレストを外します。 

14. パームレストの左側を持ち上げ、次に右側を押して、ベースアセンブリからパームレストタブを外します。パームレストを前方に引き、コンピュータから慎重に持ち上げます。 
























1 

2.5 X 5 mm ネジ (4) 

2 

スピーカーケーブル 

3 

ワイヤレススイッチケーブル 

4 

タッチパッドケーブル 

5 

非接触スマートカードケーブル 

6 

パー厶レスト 


パームレストアセンブリの取り付け 

^ 警告： 次の手順を巧始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただ<ためのをなに従ってください。 

1. パームレストを斜めにして、パームレストの前面をコンピュータに差し込み、全体をカチッとはめ込みます。 

2. ち側を所定の位置に合わせてカチッとはめ込みます。 

3. 非接触スマートカードケーブル、タッチパッドケーブル、スピーカーケーブル、およびワイヤレススイッチケーブルをシステム基板に接続します。 

4. 「 P 」 のラベルが付いた巧に4本の M 2.5 X 5 mm ネジを巧び取り付けます。 

5. コンピュータを裏返し、コンピュータのを面に7本の M 2. 5 X 5.5 mm ネジを取り付けます。 

6. 右スピーカーグリルを取り付けます （ ちスピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取りが け を 参照）。 

7. キーボードを取りかけます ( キーボードの取リイ寸け ホ参照 ）。 

8. LED カバーを取り付けます （ LED カバーの取り付け を 参照）。 

9. ディスプレイアセンブリを取りかけます （ ディスプレイアセンブリの取りかけ （ E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取リイ寸け （ E 6400 ATG ) を参照）。 

10. モジュラードライブを取りかけます （ モジュラードライブの取り付け ホ参照）。 

11. ヒンジカバーを取りかけます （ ヒンジカバーの取り かけ を 参照）。 

12. ヒートシンクアセンブリを取り付けます ヴロセッサヒートシンクアセンブリの取り付け を 参照）。 

13. ベースアセンブリの底面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 

14. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


目次に戻る 





















目ホに戻る 


DC 電源ケーブル 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400サービスマニュアル 

♦ DC 電源ケーブルの取り外し 

♦ DC 雷源ケーブルの取り付け 


DC 電源ケーブルの取り外し 

^ 警告： 巧の手順を開始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベー スアセンブリのお面の取りがし を参照）。 

3. ハードドライブを取りがします （ ハードドライブの 取り外し を 参照）。 

4. モジュラードライブを取り外します ( モジュラードライブの 取り外し を 参照)。 

5. ヒンジカバーを取りかします （ ヒンジカバーの取りが し を 参照）。 

6. ヒートシンクアセンブリを取り外します （ プロセッサヒートシンクアセンブリの 取り外し を 参照）。 

7. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400 ATG) を参照）。 

8. LED カバーを取り外します （ LED カバーの 取り外し を 参照）。 

9. キーボードを取り外します （ キーボードの 取り外し を 参照）。 

10. ちスピーカーグリルを取り外します （ 右スピーカーグリル/キ旨紋リーダーアセンブリの 取り外し を 参照）。 

11. パームレストアセンブリを取り外します ( パームレストアセンブリの取りがし を参照）。 

12. カードケージを取り外します ( カードケージの 取り外し を 参照）。 

13. システム基板を取り外します （ システム基板アセンブリの 取り外し を 参照）。ワイヤレスミニカード、メモリモジュール、およびプロセッサは、システム基板から取り外さないで〈ださい。 

14. ベースアセンブリから DC 電源ケーブルを巧いて取り外します。 



1 

DC 電源コネクタ 

2 

DC ケーブル 

























DC 電源ケーブルの取り付け 


^ 警告： 巧の手順を巧始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、を全にも'巧いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. ベースアセンブリに DC 電源ケーブルを置き、コネクタ側のガイドとベースの位置を合わせます。 

2. ベースアセンブリに DC 電源ケーブルを配線します。 



3. システム基板を取り付けます （ システム基キ反アセンブリの取り かけ を 参照）。 

4. 力ードケージを取り付けます ( 力ードケージの 取り付け を 参照）。 


5. パームレストアセンブリを取りかけます （ パームレストアセンブリの取り付け を参照）。 


6. ちスピーカーグリルを取り付けます （ ちスピーカーグリル/キ旨紋リーダーアセンブリの取りが け を 参照）。 


7. キーボードを取りかけます ( キーボードの取リイ寸け ホ参照）。 


8. LED カバーを取り付けます （ LED カバーの 取り付け を 参照）。 


9. ディスプレイアセンブリを取りかけます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取リイ寸け （E 6400 ATG) を参照）。 

10. ヒートシンクアセンブリを取り付け ます け ロセツサヒートシンクアセンブリの取り かけ を 参照）。 

11. ヒンジカバーを取りかけます （ ヒンジカバーの取り かけ を 参照）。 

12. モジュラードライブを取りかけます （ モジュラードライブの 取り付け を 参照）。 


13. ハードドライブを取りかけます （ ハードドライブの取り付け を 参照）。 


14. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


目次に戻る 

















目ホに戻る 


RJ-11 モデムコネクタ 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

♦ RJ -11 モデムコネクタの取り外し 

♦ RJ -11 モデムコネクタの取り付け 


RJ -11 モデ厶コネクタの取り外し 

^ 警告： 巧の手順を開始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取りがします （ ベースアセンブリのお面の取りがし を参照）。 

3. ヒートシンクアセンブリを取り外し ます け ロセッサヒートシンクアセンブリの取り外し を 参照）。 

4. ヒンジカバーを取り外します （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

5. モジュラードライブを取り外します （ モジュラードライブの取り外し を 参照)。 

6. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （ E 6400 ATG ) を参照）。 

7. LED カバーを取り外します （ LED カバーの取り外し を 参照）。 

8. キーボードを取り外します ( キーボードの取り外し を 参照）。 

9. ちスピーカーグリルを取り外します （ 右スピーカーグリル/キ旨紋リーダーアセンブリの取り外し を 参照）。 

10. パームレストアセンブリを取り外します ( パームレストアセンブリの取りがし を参照）。 

11. モデムを取り外します ( モデムの取り外し を 参照）。 

12. RJ -11 モデムコネクタをべースアセンブリから持ち上げます。 



1 


1 

RJ -11 モデムコネクタ 




RJ -11 モデ厶コネクタの取り付け 























^ 警告： ホの手順を開始する前に、お巧いのコンピュータに同巧の、ま全におないいただくためのを意に従ってください。 

1. ベースアセンブリに RJ -11 モデムコネクタを置き、コネクタ側のガイドとベースの位置を合わせます。 

2. モデムを取りがけます （ モデムの取り付 け を 参照）。 

3. パームレストアセンブリを取りかけます （ パームレストアセンブリの取りかけ を参照）。 

4. 右スピーカーグリルを取り付けます （ ちスピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取り かけ を 参照）。 

5. キーボードを取りかけます （ キーボードの取り かけ を 参照）。 

6. LED カバーを取り付けます （ LED カバーの 取り付け を 参照）。 

7. ディスプレイアセンブリを取りかけます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （ E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取リイ寸け （ E 6400 ATG ) を参照）。 

8. モジュラードライブを取りかけます （ モジュラードライブの取リイ寸 け を 参照）。 

9. ヒンジカバーを取り付けます （ ヒンジカバーの取り かけ を 参照）。 

10. ヒートシンクアセンブリを取り付け ます け ロセッサヒートシンクアセンブリの 取り付け を 参照）。 

11. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリの巧面の取リイ寸け を参照）。 

12. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 
















目ホに戻る 


右スピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリ 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュァル 

♦ 右スピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取り外し 

♦ ちスピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取りかけ 

b メモ： 指紋リーダーはオプションであるため、お使いのコンピュータに取り付けられてし々い場合があります。 

右スピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取り外し 

^ 警告： ホの手順を開始するがに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただくためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. モジュラードライブを取り外します ( モジュラードライブの 取り外し を 参照)。 

3. LED カバーを取り外します （ LED カバーの取りが し を 参照）。 

4. キーボードを取り外します （ キーボードの 取り外し を 参照）。 

5. コンピュータを裏返し、モジュラードライブベイの2本の拘まネジを緩めます。 



1 

拘束ネジ (2) 

2 

モジュラードライブベイ 


6. コンピュータの表側を上にし、ディスプレイを開きます。 

& メモ： 指紋リーダーはオプションであるため、お使いのコンピュータに取り付けられてし々い場合があります。 

7. コンピュータに指紋リーダーがある場合は、指紋リーダーケーブルを抜いてパームレストから外します。 


8. 右スピーカーグリルをカチッと外し、持ち上げてパームレストから取りかします。 















1 

指紋リーダーケーブル(オプショソ 

2 

スピーカーグリル 

3 

指紋リーダー(オプション） 




右スピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取り付け 

^ »告： 巧の手順を開始する前に、おないのコンピュータに同巧の、ま全にも'巧いいただくためのをちに従ってください。 

1. 右スピーカーグリルをパームレストの所定の位置にカチッと取り付けます。 

b メモ： 新しい右スピーカーグリルと指紋リーダーを取り付ける場合は、指紋リーダーケーブルから裏張りをはがして〈ださい。 

2. コンピュータに指紋リーダーがある場合は、指紋リーダーケーブルを接続します。ケーブル全体を押してパー厶レストに固定します。 

3. キーボードを取りかけます （ キーボードの取リイ寸 け を 参照 ）。 

4. LED カバーを取り付けます （ LED カバーの 取り付け を 参照）。 

己.コンピュータを裏返し、モジュラーベイの2本の M 2. 5 X 5 mm ネジを締めます。 

6. モジュラードライブを取りかけます （ モジュラードライブの 取り付け を 参照）。 

7. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


目次に戻る 














目ホに戻る 


システム基板アセンブリ 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュァル 

♦ システム基板アセンブリの取り外し 
♦ システム基板アセンブリの取りがけ 

システム基板の BIOS チップにはサービスタグがあり、コンピュータ底面のバーコードラべルにも記してあります。システム基板の交換キットじは、交換するシステム基板にサービスタグを転送するため 
のユーティリティを提供するメディアが含まれています。 

システ厶基板アセンブリの取り外し 

^ 警告： 巧の手順を開始するおに、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただ<ためのを意に従ってください。 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって〈ださい。 

2. ベースアセンブリの巧面を取り外します （ ベースアセンブリのお面の取りがし を参照）。 

3. WWAN/FCM 力ードスロットに力ードがある場合は、力ードを取りかします ( WWAN 力ードの取り外し または WWAN/FCM スロットからの FCM の取り外し をを照）。 

4. WLAN/WiMax 力ードスロットに力ードがある場合は、力ードを取りかします ( WLAN/WiMax 力ードの取り外し を 参照）。 

5. ヒンジカバーを取りかします （ ヒンジカバーの取り外し を 参照）。 

6. WPAN/UWB/FCM 力ードスロットに力ードがある場合は、力ードを取りかします （ WPAN(UWB/BT) 力ードの取り外し または WPAN/UWB/FCM スロットカ、らの FCM の取り外し を 参照）。 

7. メモリモジュールを取り外します （ メモリモジュールの取り外し を 参照）。 

8. ヒートシンクアセンブリを取り外し ます け ロセッサヒートシンクアセンブリの取り外し を 参照）。 

9. プロセッサを取りかします （ プロセッサモジュールの取り かし を 参照）。 

10. コイン型電ミ也ケーブルをシステム基板からかします。 

11. /、ードドライブを取り外します ( ハードドライブの取り外し を 参照)〇 

12. モジュラードライブを取り外します ( モジュラードライブの取り外し を 参照)。 

13. ディスプレイアセンブリを取り外します （ ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取り外し （E 6400 ATG) を参照）。 

14. LED カバーを取り外します （ LED カバーの取りが し を 参照）。 

15. キーボードを取り外します （ キーボードの取り外し を 参照）。 

16. 右スピーカーグリルを取り外します （ ちスピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取り外し を 参照）。 

17. , 《ームレストアセンブリを取り外します ( パームレストアセンブリの取り外し を参照）。 

18. 力ードケージを取りかします （ カードケージの取り外し を 参照）。 

19. スマートカードケーブルをシステム基板からかします。 

20. 1394ドーターカードケーブルをシステム基板から抜き、ケーブルの配線をシステム基板から外します。 

21. 白い矢印のラベルが付いた3本の M2.5 X 5 mm ネジをシステム基板から取り外します。 

22. システム基板の左上端を持ち上げながら、ベースアセンブリの左上端を引いてコネクタを外します。 

23. システム基板の右上端を持ち上げて、 I/O 力ードからシステム基板を取り外します。 

24. システム基板の底面に接続されている DC ケーブルを取り外します。 


























25. システム基板をベースアセンブリから持ち上げます。 



1 

スマートカードケーブル 

2 

システム基板 

3 

M 2. 5 X 5 mm システム基板ネジ （3) 

4 

DC ケーブル 

5 

ベースアセンブリの左上端 

6 

I / O カード 

7 

ベースアセンブリの右上端 

8 

1394力ードケ^—ブル 


システム基板アセンブリの取り付け 


^ 警告： ホの手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同巧の、ま全にお使いいただくためのを意に従ってください。 

Q をな： たわんだケーブルがシステム基板の下に挟まれないように確認してくださし、。 

1. システム基板の前面の端をコンピュータの底面に差し込み、ベースアセンブリの前面中央にある金属製のに D ラッチメカニズムにシステム基板が適切に収まることを確認します。 

2. DC 電源ケーブルをシステム基板の底面に接続します。 


3. システム基板の左上端をベースアセンブリに取り付けます。 


4. システム基板の右上端を巧し込んで、 I / O 力ードにシステム基板を取り付けます。 


5. システム基板上の白い矢印のラベルが付いている巧に3本の M 2. 5 X 5 mm ネジを取り付けます。 

6. 1394力ードケーブルをシステム基板上のコネクタに配線して接続します。ケーブルを巧し込んでシステム基板に接続します。 


7. スマートカードケーブルをシステム基板上のコネクタに接続します。 


8. カードケージを取り付けます （ 力ードケージの取り かけ を 参照）。 

9. パームレストアセンブリを取り付けます （ パームレストアセンブリの取り付け を参照）。 

10. 右スピーカーグリルを取り付けます （ ちスピーカーグリル/指紋リーダーアセンブリの取り かけ を 参照）。 


11. キーボードを取りかけます ( キーボードの取リイ寸 け 东 参照）。 


12. LED カバーを取りかけます （ LED カバーの取り付け を 参照）。 


じ.ディスプレイアセンブリを取りかけます （ ディスプレイアセンブリの取り付け （ E 6400および M 240 0) または ディスプレイアセンブリの取りがけ （ E 6400 ATG ) を参照）。 


14. モジュラードライブを取り付けます （ モジュラードライブの 取り付け を 参照）。 


15. /、ードドライブを取り付けます ( ハードドライブの取り かけ を 参照)。 




















16. コイン型電池ケーブルをシステム基板に接続します。 

17. プロセッサを取り付け ます け ロセッサモジュールの取り付け 东参照）。 

18. ヒートシンクアセンブリを取り付け ます け ロセッサヒートシンクアセンブリの取リイ 寸け 东 参照）。 

19. メモリモジュールを取り付けます （ メモリモジュールの取り かけ を 参照）。 

20. WPAN / UWB / FCM 力ードスロットで使用できる力ードがある場合は、力ードを取りがけます （ WPAN ( UWB / BT ) 力ードの取り付け または FCM の 取り付け を 参照）。 

21. WLAN / WiMax 力ードスロットで使用できる力ードがある場合は、力ードを取りかけます （ WLAN / WiMax 力ードの 取り付け を 参照）。 

22. WWAN / FCM 力ードスロットで使用できる力ードがある場合は、力ードを取り付けます ( WWAN 力ードの取リイ寸け または FCM の取リイ寸 け を 参照）。 

23. ヒンジカバーを取りかけます （ ヒンジカバーの取リイ寸 け を 参照）。 

24. ベースアセンブリの底面を取り付けます （ ベースアセンブリの底面の取り付け を参照）。 

25. 作業を終えた後 じ の 手順に従って操作して〈ださい。 

。メモ： BIOS アップデートプログラムディスクを使用して BIOS をアップデートする場合は、ディスクを挿入する前に、 < F 12> を押して、コンピュータを1回だけディスクから起動するように設定 
します。この操作を行なわない場合は、セットアップューティリティでデフオルトの起動順序を変更する必要があります。 

26. BIOS をアップデートします （ BIOS のアップデー ト を 参照）。 

27. セットアップューティリティを起動し、新しいシステム基板の BIOS をコンピュータのサービスタグでアップデートします。セットアップューティリティの詳細については、お使いのコンピュータまた 
は support . jp . dell . com の『〇61ド^テクノロジガイド J を参照して〈ださし、。 


直次に房る 
















目ホに戻る 


トラブルシューティング 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400 サービスマニュアル 

• トラブルシュ~ティングツ~ル 
♦ 間頭の解み 

> Dell テクニカル Update Service 

♦ デルサポートユーティリティ 


トラブルシューテイングツール 


診断ライト 


^ 警告： 本項の手順を開始する前に、コンピュータに付«しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意事巧を読み、その指示に従ってください。 


お使いの コン ピュータには、キーボード上部に 3 個のキーボードステータスライトがあります。正常な動作中、キーボードステータスライトには Num Lock、Caps Lock、Scroll Lock の各機能の現在 
のステータス (点な または ミ肖な） が表示されます。 コン ピュータカなラーなしで起動すると、ライトは点滅してから消灯します。 コン ピュータが誤作動すると、ライトのステータスで問題を識別することがで 
きます。 


b メモ： コンピュータが POST を完了すると、 BIOS 設定によっては Num Lock ライトは点灯したままの状態になる場合があります。セットアップユーティリティの使い方の詳細については、お使い 
のコンピュータまたは support.jp.dell.com の阳61ド^テクノロジガイド J を参照して〈ださし、。 


POST 実行中の診断用ライトコード 

コンピュータの問題のトラブルシューティングを実行する場合、キーボードステータスライトの一連を左から右 （Num Lock、Caps Lock、Scroll Lock ) の順に読み取ります。コンピュータが誤動作して 
いる場合、各ライトの表示は点か〇、滿'か◎、または,点滅みのいずれかになります。 


ライトバターン 

巧担の内容 

推おされる化置 

〇來來 

メモリモジュールが検出さ 
れません。 

1 取りがけているメモリモジュールが2つ lil 上の場合は.すべてのモジュールを取りがしてから （メモリモジュールの取りが しを 参照）、モジュー 
ルの1つを取り付けなおして （メモリモジュールの 取り付けを 参照）、コンピュータを再起動します。コンピュータが正常に起動する場合は、障害 
のあるモジュールを特定するか、またはエラーが発生しないまますベてのモジュールを取り付けなおすまで、残りのメモリモジュールを1つず 
つ追加していきます。 

1同じ種類で動作確認済みのメモリがある場合は、そのメモリをコンピュータに取り付けます （メモリを 参照）。 

1問題が解決しない場合は、デルサポートじお問い合わせ〈ださい。 

〇來〇 

メモリモジュールが検出さ 
れましたが、メモリ障青が 
発生しています。 

1 取りかけているメモリモジュールが2つ lil 上の場合は.すべてのモジュールを取りがしてから （メモリモジュールの取りが しを 参照）、モジュー 

ルの1つを取りかけなおして （メモリモジュールの取り かけを 参照）、コンピュータを巧起動します。コンピュータが正常に起動する場合は、障害 
のあるモジュールを特定するか、またはエラーが発生しないまますベてのモジュールを取り付けなおすまで、残りのメモリモジュールを1つず 
つ追加していきます。 

1同じ種類で動作確認済みのメモリがある場合は、そのメモリをコンピュータに取り付けます (メモリを 参照）。 

1問題が解決しない場合は、デルサポートじお問い合わせ〈ださい。 

◎來 ◎ 

メモリのネ刀期化に失敗した 
力、、メモリがサポートされて 
いません。 

1 取り付けているメモリモジュールが2つレ:1上の場合は、すべてのモジュールを取り外してから （メモリモジュールの 取り外しを 参照）、モジュー 
ルの1つを取り付けなおして （メモリモジュールの 取り付けを 参照）、コンピュータを再起動します。コンピュータが正常に起動する場合は、障害 
のあるモジュールを特定するか、またはエラーが発生しないまますベてのモジュールを取り付けなおすまで、残りのメモリモジュールを1つず 
つ追加していきます。 

1同じ種類で動作確認ミまみのメモリがある場合は、そのメモリをコンピュータに取り付けます (メモリを 参照）。 

1問題が解決しない場合は、デルサポートじお問い合わせください。 

來来來 

システム基板の障害が発 
生しました。 

1デルサポートにお問い合わせください。 

來〇〇 

プロセッサに不具合が発生 
した可能性があります。 

1プロセッサを装着しなおします （プロセッサモジュー ルを 参照）。 

1問題が解決しない場合は、デルサポートじお問い合わせ〈ださい。 

来来〇 

グラフィックスカード、また 
はビデオに不具合が発生 
した可能性があります。 

1 取り付けられているグラフィックスカードをすべて装着しなおします。 

1正常に動作することが分かってし巧グラフィックカードがある場合、その力ードをコンピュータに取り付けます。 

1問題が解決しない場合は、デルサポートじお問い合わせください。 
























來〇來 

に D に不具合が発生した 
可能性があります。 

1 に D ケーブルを装着しなおします （ディスプレイアセンブリを 参照）。 

1問題が解決しない場合は、デルサポートにお問い合わせ〈ださい。 

来来 ◎ 

システムでハードドライブ 
の初期化に失敗しました。 

1 ハードドライブを取り付けなおします (ハードド ライブを 参照）。 

1問題が解決しない場合は、デルサポートじお問い合わせ〈ださい。 

來来 ◎ 

システムでオプション ROM 
の初期化に失敗しました。 

1オプション ROM を搭載したプラグインハードウェアを追加した場合は、そのハードウェアを取りかすか取り付けなおします。 

1問題が解決しない場合は、デルサポートじお問い合わせ〈ださい。 


モデムに問題が発生した 
可能性があります。 

1動作するモデムカードがある場合、その力ードをコンピュータに取り付けます。 

1問題が解決しない場合は、デルサポートじお問い合わせ〈ださい。 


ハードウエアに関するトラブルシユーティング 

デバイスが 0 S のセットアップ中に検知されない、または、検知されても設定が正し〈ない場合は、ハードウエアに関するトラブルシユーティングを利用して 0 S とハードウエアの不適合の問題を解決できま 
す。 

Microsoft ® Windows ® XP ： 

1. スター ト^ヘルプとサポートを クリックします。 

2. 検索フィールドにハードウエアのトラブルシユーティングと入力し、 < Ente 「> を押して検索を開始します。 

3. P 月担を巧ホする セクションで、 ハードウエアのトラブルシユーテ ィングをクリックします。 

4. ハードウエアに関するトラブルシユー ティングの一覧で、問題に一番近いオプションを選択し、 巧へ をクリックしてトラブルシユーティングのそれレ U 降の手順に従います。 

Microsoft Windows Vista ® : 

1. Windows Vista スタートボタン & をクリックし、ヘルプとサボートをクリックします。 

2. 検索フィールドにハードウエアのトラブルシユーティングと入力し、 < Enter > を押して検索を開始します。 

3. 検索結まのうち、問題を最もよ〈表しているオプションを選択し、その後に表示されるトラブルシューティングの手順に従います。 


Dell Diagnostics 

^ 警告： 本巧の手順を開始するかに、おないのコンピュータに同巧の、ま全におないいただくためのを意に従ってください。 

Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを使用するち合 

コンピュータに問題が発生した場合、デルにお問い合わせになリサポートを受ける前に、 固題の姐を のチェック事項を実行してから 、 Dell Diagnostics (診断けログラムを実行します。 

Dell Diagnostics (診断)プログラムは、ハードドライブから、またはコンピュータに付属の fDnVe 巧 and りが化/‘ esj メディアから起動できます。 

b メモ： drivers and Utilities がディアはオブシヨンなので、 出荷時にすべてのコンピュータに付属しているわけではありません。 

。 メモ： Dell Diagnostics (診断)プログラムは、 Dell コンピュータ上でのみ動作します。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムをハードドライブから起動する巧合 

Dell Diagnostics (診斷)プログラムを実行する前に、セットアップユーティリティを起動し、コンピュータの設定情報を参照して、テストするデバイスカ 《 セットアップユーティリティに表示され、アクティブ 
であることを確認します。セットアップユーティリティの使い方の詳細については、お使いのコンピュータまたは support.jp.dell.com の『〇61ド^テクノロジガイド』を参照してくださし、。 

Dell Diagnostics (診断けログラムは、ハードドライブの個別診断ユーティリティパーティシヨンに格納されています。 

b メモ： コンピュータがドッキングデバイスに接続されている場合、ドッキングを解除します。手順については、ドッキングデバイスに付属のマニュアルを参照して〈ださし、。 














b メモ： コンピュータに画面イメージが表示されない場合は、デルサポートまでお問い合わせ〈ださい。 

1. コンピュータが、正常に機能してしぶことが確認ミきみのコンセントに接続されてしぶことを確かめます。 

2. < Fn > キーまたはミュートボタンを巧しながら、コンピュータの電源を入れます。 

。メモ： または、起動時に1回のみの起動メニューから Diagnostics (診断)を選択し、診断ユーティリティパーティシヨンを起動して 、 Dell Diagnostics (診断けログラムを実行します。 

起動前システムアセスメント （ PSA ) が実行され、システム基板、キーボード、ディスプレイ、メモリ、ハードドライブなどの初期テストが続けて実行されます。 

〇このアセスメント中に、表示される質問に答えます。 

〇起動前システムアセスメントの実行中に不具合が検出された場合は、エラーコードを書き留め、デルサポートじお問い合わせ〈ださい。 

〇 PSA が正常に終了すると、 Booting Dell Diaanostic Utility Partition .Press any key to continue ( Dell 診断ユーテイリテイパーテイシヨンの起動中。いず 

れかのキーを押すと続行します)というメッセージが表示されます。 

。メモ； Diagnostics (診断)ユーティリティパーティシヨンが検出されなかったとしづメッセージが表示された場合は 、 『Drivers and Utilities がディ了から De \、 Diagnostics (診断)プロ 
グラムを実行します (Dell Diagnostics (診断）プログラムを 『Drivers and Ut 川 tiesJ メディアから起動する 場合 を 参照)〇 

3. 任意のキーを巧すと、ハードドライブ上の診断ユーティリィティパーティシヨンから Dell Diagnostics (診断)プログラムが起動します。 

4. < Tab > を押して Test System を選択し、 < Ente 「> を押します。 

& メモ； Test System を選択して、コンピュータの完全なテストを実行することをお勧めします。 Test Memory を選択すると、拡張メモリのテストが開始されます。このテストが完了する 
まで30分な上かかる場合があります。テストが完了したら、テストの結まを記録し、任意のキーを押して前のメニューに戻ります。 

己. Dell 診断プログラムのメインメニューで、タッチバッド/マウスをちクリックする力、、 < Tab > を巧し、次に < Ente 「> を押して、実行するテストを撰巧します （ Dell Diagnostics (該断）プログラム 
のメインメニ ュー を 参照)。 

& メモ： エラーコードと問題の説明を正確にそのまま書き留め、画面の指示に従います。 

6. すべてのテストが完了したら、テストウィンドウを閉じ 、 Dell Diagnostics (診断)プログラムのメインメニューに戻ります。 

7. メインメニューウィンドウを閉じて Dell Diagnostics (診断)プログラムを終了し、コンピュータを再起動します。 

。メモ； Diagnostics (診断)ユーティリティパーティシヨンが検出されなかったとしづメッセージが表示された場合は 、 [Drivers and Utilities がディアから De \\ Diagnostics (診断)プロ 
グラムを実行します (Dell Diagnostics (該断）プログラムを 『Drivers and UtilitiesJI メディアから起動する 場合 を 参照)〇 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを 『Drivers and UtilitiesJ ] メディアから起動する巧合 

Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行する前に、セットアップユーティリティを起動し、コンピュータの設定情報を参照して、テストするデバイスカ 《 セットアップユーティリティに表示され、アクティブ 
であることを確認します。セットアップユーティリティの使い方の詳細については、お使いのコンピュータまたは support . jp . dell.com の 『 Del | TM テクノロジガイド』を参照して〈ださし、。 

1 . 『Drivers and りがめ‘ esj メディアを光学式ドライブに挿入します。 

2. コンピュータを再起動します。 

3. DEU _ ロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

& メモ： キーを長く巧したままにすると、キーボードエラーが発生する場合があります。キーボードエラーを回避するには、 < F 12> を押して放す操作を等間隔で行って起動デバイスメニュ 
-を開いてください。 

キーを巧すタイミングが遅れてオペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら 、 Microsoft Windows デスクトップが表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして 
操作をやりなおしてください。 

4. 起動デバイスの一覧が表示されたら、上下矢印キーを使用して CD/DVD/CD-RW Drive をハイライト表示し、 < Enter > を押します。 

。メモ：1回だけの起動メニューを選択すると、今回の起動に限り起動順序が変更されます。再起動すると、コンピュータはセットアップユーティリティで指定された起動順序に従って起動し 
ます。 

5. 任意のキーを巧して、 CD / DVD から起動することを確定します。 

キーを巧すタイミングが遅れてオペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら 、 Microsoft Windows デスクトップが表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして 
操作をやりなおして〈ださい。 

6. 1 を入力して Run the 32 Bit Dell Diagnostics を選択します。 


7. Dell Diagnostics Menu で、 1 を入力して Dell 32-bit Diagnostics for Resource CD(graphical user interface) を選択します。 






8 . 


< Tab > を押して Test System を選択し、 < Enter > を押します。 


。メモ： Test System を選択して、コンピュータの完全なテストを実行することをお勧めします。 Test Memory を選択すると、拡張メモリのテストが開始されます。このテストが完了する 
まで30分な上かかる場合があります。テストが完了したら、テストの結まを記録し、任意のキーを押して前のメニューに戻ります。 

9. Dell Diagnostics (診断)プログラムのメインメニューで、マウスをクリックする力、、 < Tab > を押してから < Enter > を押して、実行するテストを撰おします （ Dell Di a anostics (該断)プログラ 
ムのメインメニ ュー を 参照)。 

。 メモ： エラー コードと問題の説明を正確にそのまま書き留め、画面の指示に従います。 

10. すべてのテストが完了したら、テストウィンドウを閉じ 、 Dell Diagnostics (診断)プログラムのメインメニューに戻ります。 

11. メインメニューウィンドウを閉じて Dell Diagnostics (診断)プログラムを終了し、コンピュータを再起動します。 

12. 『Drivers and Utilities がディアを光学まドライブからありが します。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムのメインメニュ ー 

Dell Diagnostics (診断)プログラムが口ードされると、 lil 下のメニューが表示されます。 


オプション 

なお 

Test Memory 

スタンドアロンメモリのテストを実行します。 

Test System 

システムの Diagnostics (診断)プログラムを実行します。 

Exit 

診断プログラムを終了します。 


< Tab > を押して、実行するテストを選択し、 < Ente 「> を押します。 

に^ メモ： Test System を選択して、コンピュータの完全なテストを実行することをお勧めします。 Test Memory を選択すると、拡張メモリのテストが開始されます。このテストが完了するまで 
30分レ:1上かかる場合があります。テストが完了したら、テストの結まを記録し、任意のキーを巧してこのメニューに戻ります。 

Test System を選択すると、 lil 下のメニューが表示されます。 


オプション 

難 

Express Test 

システムデバイスのクイックテストを実行します。このテストは通常 10 〜 20 分かかります。 

メモ； Express Test ではユーザーの操作は必要ありません。最初に Express Test を実行すると、問題をすばや〈特定できる可能性が増します。 

Extended Test 

システムデバイスの完全なチェックを実行します。このテストは通常1時間レ:1上かかる可能性があります。 

メモ： Extended Test では、表示される質問にユーザーが回答を入力する必要があります。 

Custom Test 

特定のデバイスをテストしたり、実行するテストをカスタマイズする場合に使用します。 

Symptom Tree 

このオプションでは、発生している問題のを状に基づいたテストを選択できます。このオプションは、最も一般的な症状を一覧表示します。 


^ メモ： コンピュータのデバイスの完全なチェックを実行する場合は、 Extended Test を選択することをお勧めします。 


テスト中に問題が検出されると、エラーコードと問題を説明するメッセージが表示されます。エラーコードと問題の説明を正確にそのまま書き留め、画面の指示に従います。問題を解決できない場合は、 
デルサポートにお問い合わせ〈ださい。 


b メモ： デルサポートにお問い合わせじなる際は、サービスタグをご用意〈ださい。お使いのコンピュータのサービスタグは、各テスト画面の上部にあります。 


な下のタブには、カスタムテストまたはを状ツリーオプションから実行されるテストの追加情報が表示されます。 


タブ 

なお 

Results 

テストの結果、および発生したすべてのエラーの状態が表示されます。 


















Errors 

検出されたエラー状態、エラーコード、問題の説明が表示されます。 

Help 

テストの説明が表示されます。テスト実行の要件があれば、その説明も表示されます。 

Configuration 

選択したデバイスのハードウエア構成力 《 表示されます。 


Dell Diagnostics (診断けログラムでは、セットアップユーティリティ、メモリ、および各種内部テストからすべてのデバイスの構成情報を取得して、画面左のウィンドウのデバイス 
リストに表示します。 


メモ： デバイスー覧には、コンピュータに取り付けられたコンポーネントやコンピュータに接続されたデバイスの名前がすべて表示されるとは限りません。 

Parameters 

必要に応じてテストの設定を変更し、テストをカスタマイズすることができます。 


エラーメッセージ 


^ 餐告： 本巧の手順を開始するかに、コンピュータに付属しているガイドのを全にお使いいただくためのを意さちを読み、その指示に従ってくださし、。 


該当するエラーメッセージの記述がない場合、オペレーテイングシステムまたはメッセージが表示された際に実行していたプログラムのマニュアルを参照して〈ださし、。 


A filename cannot contain any of the following characters: ¥/:*?"<> |( ファイル名に ¥ /:*?"<>! を巧用することはできません）一 これらの文字をファイル名 
に使用しないで〈ださい。 


A required .DLL file was not found (必要な .DLL ファイルが見つかりません）ー プログラムを開こうとしています力 《 、そのプログラムに必要なファイルがありません。次の操作を行い、プ 
ログラムを削除して再インストールします。 


Windows XP : 


1. スタート^コントロールパネル^プログラムの追加と削除^プログラムと巧能をクリックします。 

2. 削除するプログラムを選択します。 

3. アンインストールをクリックします。 

4. インストール手順については、プログラムのマニュアルを参照して〈ださい。 


Windows Vista : 


1. スタート® ^コントロールパネル^プログラム^プログラムと機能をクリックします。 

2. 削除するプログラムを選択します。 

3. アンインストールをクリックします。 

4. インストール手順についロホ、プログラムのマニュアルを参照して〈ださし、。 


drive letter : ¥ is not accessible.The device is not ready (ドライブ文字：¥にアクセスできません。デバイスの準備ができていません）ー ドライブがディスクを読み取ることがで 
きません。ドライブにディスクを入れ、再試行して〈ださし、。 


Insert bootable media (起苗!可能なメディアを挿入します）一 起動可能なフロッピーディスク、 CD 、 または DVD を挿入します。 


Non-system disk error (ホシステムディスクエラーです）ー フロッピーディスクをドライブから取り出し、コンピュータを巧起動します。 


Not enough memory or resources.Close some programs and try again (メモリまたはり ソース が不足しています。プログラムをいくつか巧じてから巧試巧して< ださい）一 す 

ベてのウインドウを閉じ、使用するプログラムのみを開きます。場合によっては、コンピュータを再起動してコンピュータリソースを復元する必要があります。その場合、使用するプログラムを最初に開きま 
す。 


Operating system not found (オペレーティングシステムが見つかリません）ー デルサポートじお問い合わせ〈ださし、。 


問題の解決 

コンピュータのトラブルシューティングじついては、次のヒントに従って〈ださい。 

I 部品を追加したり取り外した後に問題が発生した場合は、取り付け手順を見直して、部品が正し〈取り付けられているか確認します。 

I 周の機器が機能しない場合は、その機器が正し〈接続されているか確認します。 

I 画面にエラーメッセージが表示される場合は、メッセージを正確にメモします。このメッセージは、サポート担当者が問題を診断および解決するのに役立つ場合があります。 


プログラムの実行中にエラーメッセージが表示される場合は、そのプログラムのマニュアルを参照して〈ださし、。 







じ メモ： このマニュアルに記載されてしぶ手順は、 Windows のデフオルト表示用に書かれているため、お使いのコンピュータをクラシック表示に設定している時には適用されない場合がありま 
す。 

バッテリーの問題 

A 警告： バッテリーの巧りがけ方が巧違っていると、巧ま ! するおそれがあります。交お用のバッテリーには、製造元が推奨する型、またはそれと同等のお品を使用して < ださい。巧 
^ 用巧みのバッテリーは、製造元の指示に従って巧窠してください。 

A 餐告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付属しているガイドのま全にも ' 巧いいただ<ためのを意 さ 項を読み、その指示にがってください。 

ドライブの問題 

^ 警告： 本項の手順を開始する前に、コンピュータに付属しているガイドのま全にも ' 巧いいただ < ためのを意事項を読み、その巧示に従ってください。 


Microsoft Windows がドライブを認哉しているか巧認します一 

Windows XP ： 

I スタートをクリックし、マイコンピュータを クリックします。 

Windows Vista : 

I Windows Vista スタートボタン®をクリックし、 コンピュ ータをクリックします。 

ドライブが一覧に表示されていない場合、アンチウイルスソフトウェアの完全スキヤンを実行してウイルスの感染チェックとウイルス駆除を行います。ウイルスが原因で Windows がドライブを検出でき 
ないことがあります。 

ドライブをテストします一 

I 元のドライブに欠陥がないことを確認するために、別のディスクを入れます。 

I 起動ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 

ドライブまたはディスクをクリーニングしますー コンピュ ータのクリー ニン グ について は、お使いの コンピュ ータまたは support.jp.dell.com の 『 Del | TM テクノロジガイド J を参照して〈ださい。 


ケーブルの巧続を巧認します 

ハードウエアに関するトラブルシューテイングをま行しますー ハードウエアに関するトラブルシュー ティング を 参照して〈ださい。 


Dell Diagnostics ( 診断） プログラムを 実行します一 Dell Diagnostics を参照して〈ださし、。 


光学式ドライブの問題 

b メモ： 高速な光学式ドライブの振動は一般的なもので、ノイズを引き起こすこともありますが、ドライブやメディアの異常ではありません。 
b メモ： 国によってリージョンが違ったり、ディスクフォーマットにも各種あるため、 DVD ドライブで再生できない DVD もあります。 

Windows の音； 1 ;を围整します一 

I 画面右下にあるスピーカーのアイコンをクリックします。 

I スライドバーをクリックし、上に朽ッグして、音量が上がることを確認します。 

I チェックマークの付いたボックスをクリックして、サウンドがミュートじ設定されていないか確認します。 

スピーカーと サブ ウーハーを 確認し ますー サウンドおよびスピーカーの間 頭 を 参照して〈ださい。 

光学式ドライブへのきき込みの問題 


その他のプログラムを閉じます一 光学式ドライブは、データの書き込み中、一定したデータの流れを必要とします。データの流れが中断されるとエラーが発生します。光学式ドライブへの書き込みを 
開始する前に、すべてのプログラムを終了してください。 





ディスクに書き込むがに、 Windows のスタンバイモードをオフにします一 電源オプションの設定については、お使いのコンピュータまたは support . jp . dell . com の阳61ド^テクノロジガイド J を 
参照してください。省電カモードじついては、ヘルプとサポートでスタンバイというキーワードで検索することもできます。 


ハードドライブの問題 


チェックディスクを実行します一 


Windows XP -. 


1. スター トをクリックし、 マイコンピユータを クリックします。 

2. 口ーカルディスク ( C 0 を右クリックします。 

3. プロパティ^ツ ー J レ^チエックす るをクリックします。 

4. 不良セクタをスキヤンし、回なする をクリックし、巧始をクリックします。 


Windows Vista : 

1. スタート © をクリックし、コンピユータをクリックします。 

2. 口ーカルディスク （ C ;) を右クリックします。 

3. プロパティ^ツール^チエックす るをクリックします。 

ューザーアカウント制がウィンドウが表示される場合があります。お客様がコンピュータの管理者の場合は、続行をクリックします。管理者でない場合は、管理をじ問い合わせて目的の操作 
を続行します。 


4. 画面の指示に従います。 


IEEE 1394デバイスの問題 


^ 警告： 本巧の手順を開始するかに、コンピュータに付属しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意まちを読み、その指示に従ってください。 

b メモ： お使いのコンピュータがサポートしているのは、 IEEE 1394 a 規格のみです。 


デバイスおよびコンピュータのコネクタに IEEE 1394 デバイスのケーブルが適切に挿入されていることを巧認します 


セットアップューティリティで IEEE 1394 デバイスが有巧になっていることを巧認しますー セットアップューティリティの使い方の詳細については、お使いのコンピュータまたは 
support . jp . dell . com の『〇61ド^テクノロジガイド』を参照して〈ださし、。 


UEE 1394 デバイスが Windows によって醒說されているか巧度します一 

Windows XP ： 

1. スタート をクリックし、 コントロー■/レ/ 《ネルをクリックします。 

2. 作業する分野を涅びますで、パフォーマンスとメンテナンス^システム^システムのプロパティ^ハードウェア^デバイスマネー ジャをクリックします。 
Windows Vista : 

1. スタート ® ^コントロールパネル^ハードウェアとサウンドをクリックします。 

2. デバイスマネー ジャをクリックします。 

IEEE 1394 デバイスが一覧に表示されている場合、 Windows はデバイスを認識しています。 

Dell IEEE 口 94 デバイスに巧担が発生している 巧 合ー デルサポートにお問い合わせ〈ださい。 

デル化かから巧入した IEEE 口 94 デバイスに問巧がある 巧 合一 IEEE 1394 デバイスの製造元にお問い合わせ〈ださい。 

フリーズおよびソフトウェアの問題 

^ 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付«しているガイドのま全にお使いいただ<ためのを意事項を読み、その指示にがってください。 


コンピュータカ《起動しない 


診がライトを確認します - 電源の 問題 を 参照してください。 


電おケーブルがコンピュータとコンセントにしっか y とを続されているか巧認します 

コンピュータの反応が停止する 

の を意： オペレーティングシステムのシャットダウンカ 《 実行できない場合、データを損失する恐れがあります。 

コンピュータの電源を切 y ますー キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしても コン ピュータが応答しない場合、電源ボタンを 8〜10 砂レ： I 上巧し続けて コン ピュータの電源を切ったあと、 コン ピ 
ュータを再起動します。 


プログラムが応答しない 


プログラムをお了し ます一 

1. < Ctrl >< Shift >< Esc > を同時に巧してタスクマネージャを開きます。 

2. アプリケーシヨン タブをクリックします。 

3. 応答しなくなったプログラムをクリックして選択します。 

4. タスクのお 了をクリックします。 


プログラムが繰り返しクラッシュする 

な メモ： ほとんどのソフトウェアのインストールの手順は、ソフトウェアのマニュアル、フロッピーディスク、 CD 、 または DVD に収録されています。 


ソフトウェアのマニュアルををおします一 必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから再インストールします。 


プログラムがな前の Windows ナペレーテイングシステム向けに設計されている 

プログラム互換性ウイザードをま巧します一 

Windows XP -. 

Windows XP には、 Windows XP オペレーテイングシステムとは異なるオペレーテイングシステムに近い環境で、プログラムが動作するよう設定できるプログラム互換性ウイザードがあります。 

1. スタート^すべてのプログラム^アクセサリ^プログラム互お性ウイザード^巧へ をクリックします。 

2. 画面の指示に従います。 

Windows Vista : 

Windows Vista ロホ、 Windows Vista とは異なる OS に近い環境でプログラムが動作するよう設定できるプログラム互換性ウイザードがあります。 

1. スタート ® ^ コント ロール パネル^プログラム^古いプログラムをこのバージョンの Windows で巧用を クリックします。 

2. プログラム互換性ウイザードの開始画面で、 次へ をクリックします。 

3. 画面の指示に従います。 


画面が青をヴルースクリーソになる 


コンピュータの電源を切 y ますー キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、電源ボタンを 8 〜 10 秒な上巧し続けてコンピュータの電源を切ったあと、コンピ 
ュータを再起動します。 


その他のソフトウェアの問題 


トラブルシューテイング情巧について、ソフトウェアのマニュアルを巧認するかソフトウェアの製造元に巧い合ゎせます一 


I プログラムがお使いのコンピュータにインストールされている OS と互換性があるか確認します。 

I お使いのコンピュータがソフトウェアを実行するのに最ほ限度必要なハードウェア要件を満たしていることを確認します。詳細に関しては、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 
I プログラムが正し〈インストールおよび設定されているか確認します。 

I デバイスドライバがプログラムと競合してし々いか確認します。 

I 必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから再インストールします。 




お使いのファイルのバックアップを今すぐ作成します 


ウイルススキヤンプログラムを巧用して、ハードドライんフロッピーディスク、 CD 、 または DVD を話べます 

巧いているファイルをすべてな存してから閉じ、実行中のプログラムをすべてお了して、スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします 

メモリの問題 


^ 警告： 本項の手順を開始するかに、コンピュータに付属しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意さ項を読み、その指示に従ってください。 


メモリが不足しているというメッセージが表示される場合一 

I 開いているファイルをすべて保存してから閉じ、使用していない実行中のプログラムをすべて終了して、問題が解決するか調べます。 

I メモリの最小要件については、ソフトウェアのマニュアルを参照してくださし、。必要に応じて、増設メモリを取り付けます （ メモリモジュールの取り かけ を 参照）。 

I メモリモジュールをおき差しして （メモリを 参照）、コンピュータがメモリと正苗にデータのやり取りを実行してしぶか確認します。 

I Dell Diaanostics (該断)プログラムを実行します （ Dell Diagnostics を参照）。 


メモリにその他の巧担がある巧合一 

I メモリモジュールをおき差しして （メモリを 参照）、コンピュータがメモリと正常にデータのやり取りを実行してしぶか確認,します。 

I メモリの取りかけガイドラインにがっているか確認します （ メモリモジュールの取り かけ を 参照）。 

I 使用するメモリカホ使いのコンピュータでサポートされていることを確認します。お使いのコンピュータでサポートされているメモリの種類の詳細については、 support . jp . dell.com で、お使い 
のコンピュータの『セットアップおよびクイックリファレンスガイド』を参照して〈ださし、。 

I Dell Diagnostics (診断)プログラムを実行します （ Dell Diagnostics を参照）。 


電源の問題 


^ 警告： 本項の手順を開始するがに、コンピュータに付«しているガイドのま全にお使いいただ<ためのを意事項を読み、その指示に従ってください。 
電源ライトが靑をに点なしていて、コンピュータの巧をが停止した場合一 該断 ライト を 参照して〈ださい。 


電源ライトが ミ 肖なしている場合ー コンピュータの電源力 《 切れているか、またはコンピュータに電力が供給されてし、ません。 


I 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントに装着しなおします。 

I 電源タップ、電源延長ケーブル、およびその他の電源保護装置を使用している場合は、それらを外してコンピュータの電源が正常に入ることを確認します。 
I 使用してしぶ電源タップがあれば、コンセントに接続され、オンになってしぶことを確認します。 

I 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能しているか確認します。 


電気的な巧宙を解 ミ 肖します一 電気的な妨害の原因には、次のものがあります。 


I 電源、キーボード、およびマウス延長ケーブル 
I 同じ電源タップに接続されているデバイスが多すぎる 
I 同じコンセントに複数の電源タップが接続されている 


サウンドおよびスピーカーの問題 

A 警告： 本巧の手順を開おするかに、コンピュ-夕に付属してし巧ガイドのま全にお使いいただくためのを 意 まちを読み、その指示に従ってください。 

スピーカーから 音が出ない 

^ メモ： MP 3 およびその他のメディアプレーヤーのボリューム調節が Windows のボリューム設定より優先されることがあります。メディアプレーヤーのボリュームがお〈調節されていたり、オフ 
になっていないかを常に確認して〈ださい。 

Windows の音量を围整します一 画面右下にあるスピーカーのアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドカちュートに設定されてし、ないか確認します。 

ヘッドフォンをヘッドフホンコネクタから取 y 外しますー コンピュータの前面パネルにあるヘッドフォンコネクタにヘッドフォンを接続すると、自動的にスピーカーからの音声は聞こえな〈なります。 


電巧的な巧害をお消しますー コンピュータのおくで使用してしぶ扇風機、堂ホ灯、またはハロゲンランプの電源を切ってみます。 







ハードウエアに巧するトラブルシューティングをま巧しますー ハードウエアに関するトラブルシュー ティング を 参照して〈ださい。 


ヘッドフナンから音が出ない 


ヘッドフォンのケーブル接続を巧歷しますー ヘッドフォンケーブルがヘッドフォンコネクタにしっかりと接続されてし、るか確認します。 support . jp . dell.com で、お使いのコンピュータの『セットアツ 
プおよびクイックリファレンスガイド J を参照してください。 


Windows の音量を話ちします一 画面右下にあるスピーカーのアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドカちュートに設定されてし、ないか確認します。 


ビデオおよびディスプレイの問題 

^ 警告： 本項の手順を開始するかに、コンピュータに付届しているガイドのま全にも'巧いいただくためのを意事項を読み、その指示にがってください。 

〇 を意： 工場出荷時に PCI グラフィックカードが取り付けられていた場合は、追加のグラフィックカードを取り付ける際にその力ードを取り外す必要はありません。その力ードはトラブルシューティ 
ングの際に必要になります。力ードを取り外した場合は、ま全な場所に保管して〈ださい。グラフィックカードの詳細については、 support . jp . dell.com にアクセスして〈ださい。 


をがライトを巧里します - 該断 ライト を 参照して〈ださい。 


ディスプレイの設定を巧認します一 お使いのコンピュータまたは support . jp . dell.com の『〇61ド^テクノロジガイド』を参照して〈ださし、。 


Windows の画面設定を围ちします一 


Windows XP ： 


1. スタート^コントロールパネル^デスクトップの表示とテーマを クリックします。 

2. 変更する領域をクリックするか、 画面 アイコンをクリックします。 

3. 画面のを および 画面の解像巧で 別の設定じしてみます。 


Windows Vista : 


1. スタート © ^コント ロール パネル^ハードウエアとサウンド ー 個人設定^画面の設をを クリックします。 

2. 必要に応じて 巧なをおよびをの設定を 調整します。 


画面の一部しか表示されない 


外付けモニタを按続します一 


1. コンピュータをシャットダウンして、 外付け モニターをコンピュータに 取り付けます。 


2. コン ピュータ および モニターの 電源を入れ、 モニターの 輝度およびコントラストを調整します。 

外付けモニタが動作する場合、コンピュータのディスプレイまたはビデオコントローラが不良の可能性があります。デルサポートにお問い合わせ〈ださし、。 


Dell テクニカ J レ Update Service 


Dell テクニカル Update Service は、お使いのコンピュータに関するソフトウェアおよびハードウェアのアップデートを E - メールにて事前に通知するサービスです。このサービスは無償で提供され、内 
容、フォーマット、および通ま日を受け取る頻度をカスタマイズすることができます。 

Dell テクニカル Update Service に登録するじは、 support . dell.com (英語）にアクセスして〈ださい。 


デルサポートユーティリティ 


デルサポートユーティリティは、お使いのコンピュータにインストールされており、タスクバーのデルサポートアイコン M または スタート ボタンから使用できます。このサポートユーティリティは、セルフ 
サポート情報、ソフトウェアのアップデート、およびお使いのコンピュータ環境の状態をスキャンする場合に使用します。 






デルサポートユーテイリテイへのアクセス 


デルサポー トユ ーティリティは、タスクバーのアイコンまたは スタートメ ニューからアクセスできます。 

デルサポートアイコンがタスクバーに表示されてし々い場合は、次の手順を実行します。 

1. スタート ^ プログラム ^ Dell Support ^ Dell Support 設定をクリックします。 

2. タスクバーのアイコンを表示する オプションがチェックされていることを確認します。 

。 メモ： デルサポートユーティリティが スタートメ ニューから利用できない場合は、 support . jp . dell . com 力、らソフトウェアをダウンロードして〈ださい。 

デルサポートユーティリティは、お使いのコンピュータ環境にカスタマイズされてし、ます。 

タスクバーのアイコンは、アイコンをクリック、ダブルクリック、または右クリックする場合でそれぞれ機能が異なります。 

デルサポートアイコンのクリック 

次のタスクを実行するには、アイコンをクリックまたは右クリックします。 

I お使いのコンピュータ環境のチェック 
I デルサポートユーティリティの設定の表示 
I デルサポートユーティリティのヘルプファイルへのアクセス 
I よ〈あるお問い合わせ （ FAQ ) の表示 
I デルサポートユーティリティの詳細の表示 
I デルサポートユーティリティの終了 

デルサポートアイコンのダブルクリック 

Q アイコンをダブルクリックすると、お使いのコンピュータ環境の手動チェック、よくあるお問い合わせ （ FAQ ) の表示、デルサポートユーティリティのヘルプファイルへのアクセス、デルサポート設定の 
表示を実行できます。 

デルサポートユーティリティの詳細については、 Del|TM サポート 画面の上部にある疑問巧のをクリックして〈ださい。 


目次に戻る 





目ホに戻る 


WLAN/WiMax 力ード 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400サービスマニュァル 

♦ WLAN/WiMax 力ードの取り外し 

♦ WLAN/WiMax 力ードの取リイ寸け 

警告： 本巧の手順を開始するかに、コンピユータに付属しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意さ巧を読み、その指示に従ってくださし、。 

Q を意： WLAN または WiMax 力ードは、 WLAN/WiMax のラベルが付いたスロットにのみ挿入して〈ださい。 

WLAN/WiMax 力ードの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. ベースアセンブリの底面を取り外します （ ベースアセンブリの底面の取り外し を参照）。 

3. アンテナケーブルをカードからかします。 

4. M 2 X 3 mm ネジを取り外します。カードは45度の角度で外れます。 
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1 

アンテナケーブル （3) 

2 

WLAN/WiMax 力ード 

3 

M 2 X 3 mm ネジ 




5. システム基板上の力ードコネクタからカードをスライドさせて外します。 
















1 

WLAN/WiMax 力ード 

2 

カードつ木クタ 


WLAN / WiMax 力ードの取り付け 

Q を意： コネクタは正し〈挿入できるよう設計されてし巧す。巧抗を感じる場合は、力ードとシステム基板のコネクタを確認し、力ードを再配置して〈ださい。 

Q を意： WLAN または WiMax 力ードの破損を防ぐため、力ードを取り付ける際は力ードの下にケーブルがなしにとを確認して〈ださし、。 

〇 をな： WLAN または WiMax 力ードは、 WLAN / WiMax のラベルが付いたスロットにのみ挿入して〈ださい。 

1. WLAN / WiMax のラベルが付いたコネクタじ力ードをスライドさせて挿入します。 

2. 力ードを押して所定の位置に固定します。 

3. M 2 X 3 mm ネジを取り付けます。 

4. 取り付けてしぶ力ードに適切なアンテナケーブルを接続します。 

力ードのラベルに白と黒の2つの=角おがある場合は、白いアンテナケーブルを 「 main (メイソ」（白い；角お)のラベルが付いたコネクタに接続し、黒いアンテナケーブルを 「 aux け甫助）」（黒い 
兰角お）のラベルが付いたコネクタに接続します。力ードの横にあるプラスチックホルダに灰色のアンテナケーブルを接続します。 
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1 

ワイヤレス LAN 力ード 

2 

灰色のアンテナケーブル 

3 

力ードの横にあるホルダ 

4 

白のアンテナケーブル 

5 

黒のアンテナケーブル 




力ードのラベルに白、黒、灰色の3つの=角おがある場合は、白いアンテナケーブルを白い兰角形に、黒いアンテナケーブルを黒い兰角おに、灰色のアンテナケーブルを灰色の兰角おに接続し 
ます。 


5. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリの巧面の取リイ寸け を参照）。 


6. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


目次に戻る 


















目ホに戻る 


WPAN ( UWB / BT ) 力ード 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400サービスマニュァル 

♦ WPAN ( UWB / BT ) 力ードの取り外し 

♦ WPAN ( UWB / BT ) 力ードの取りかけ 

^ 警告： 本巧の手順を開始するかに、コンピユータに付属しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意さ巧を読み、その指示に従ってくださし、。 

Q を意： WPAN は、超広帯域無線 （ UWB ) と Bluetooth ⑥ （ BT ) の総称です。 WPAN 力ードは、 WPAN / UWB / FCM のラベルが付いたスロットにのみ挿入して〈ださし、。 

WPAN ( UWB / BT ) 力ードの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手 lii にがって操作して〈ださい。 

2. ベースアセンブリの底面を取り外します （ ベースアセンブリの底面の取り外し を参照）。 

3. 左のヒンジカバーから M 2. 5 X 5 mm ネジを取りかします。次にヒンジカバーを前方にスライドさせ、上に持ち上げて取り外します。 

4. 青いアンテナケーブルを力ードから外します。 

5. M 2 X 3 mm ネジを取り外します。カードは45度の角度で外れます。 

1 



1 

アンテナケーブル 

2 

WPAN 力ード' 

3 

M 2 X 3 mm ネジ 




6. システム基板上のカードコネクタからカードをスライドさせて外します。 














1 

WPAN 力ード 

2 

力 ー ド コネ、 クタ 


WPAN ( UWB / BT ) 力ードの取り付け 

Q を意： コネクタは正し〈挿入できるよう設計されてし巧す。抵抗を感じる場合は、力ードとシステム基板のコネクタを確認し、力ードを再配置してくださし、。 
〇 を意： WPAN 力ードの破損を防ぐため、力ードを取り付ける際は力ードの下にケーブルがないことを確認して〈ださし、。 

Q を意： WPAN 力ードは、 WPAN / UWB / FCM のラベルがせいたスロットにのみ挿入してください。 

1. WPAN / UWB / FCM のラベルが付いたコネクタに力ードをスライドさせて挿入します。 

2. カードを押して所定の位置に固定します。 

3. M 2 X 3 mm ネジを取り付けます。 

4. 青いアンテナケーブルを WPAN 力ードに接続します。 

5. 左のヒンジカバーをスライドさせて所定の位置に戻し、ヒンジカバーに M 2. 5 X 5 mm ネジを取り付けます。 

6. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリのお面の取り付け を参照）。 

7. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


直次に屋る 











目ホに戻る 


WWAN 力ード 

Del|TM LatitudeTM E 6400および E 6400 ATG および 
Mobile Workstation Precision ^'^ M 2400サービスマニュアル 

♦ WWAN 力ードの取り外し 

• WWAN 力ードの取が寸け 


^ 警告： 本巧の手順を開始するかに、コンピュータに付属しているガイドのま全にも'巧いいただ<ためのを意さ巧を読み、その指示に従ってくださし、。 

〇 を意： WWAN 力ードまたは FCM は、 WWAN / FCM のラベルが付いたスロットにのみ挿入して〈ださし、。 

WWAN 力ードの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順にがって操作して〈ださい。 

2. ベースアセンブリの底面を取り外します （ ベースアセンブリの底面の取り外し を参照）。 

3. アンテナケーブルをカードからかします。 

4. M 2 X 3 mm ネジを取り外します。カードは45度の角度で外れます。 



1 

アンテナケーブル （2) 

2 

WWAN 力ード 

3 

M 2 X 3 mm ネジ 




5. システム基板上のカードコネクタから力ードをスライドさせて外します。 
















1 

WWAN 力ード 

2 

力~ド コネ、 クタ 


WWAN 力ードの取り付け 

Q をな： コネクタは正し〈挿入できるよう設計されてし巧す。抵抗を感じる場合は、力ードとシステム基板のコネクタを確認し、力ードを再配置して〈ださい。 

〇 を意： WWAN 力ードの破損を防ぐため、力ードを取り付ける際は力ードの下にケーブルがないことを確認してください。 

Q をな： WWAN 力ードまたは FCM は、 WWAN/FCM のラベルが付いたスロットにのみ挿入して〈ださし、。 

1. WWAN/FCM のラベルが付いたコネクタに力ードをスライドさせて挿入します。 

2. 力ードを押して所定の位置に固定します。 

3. M2 X 3 mm ネジを取り付けます。 

4. 白いアンテナケーブルを 「main (メイン）」（白い兰角お）のラベルカ咐いたコネクタに接続し、黒いアンテナケーブルを 「aux け甫助）」（黒い=角が）のラベルが付いたコネクタに接続します。 

5. ベースアセンブリの巧面を取り付けます （ ベースアセンブリのお面の取リイ寸け を参照）。 

6. 作業を終えた後に の手順に従って操作して〈ださい。 


直次に房る 











